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春
は
出
会
い
の
季
節
。
入
園
、
入
学
、
入

社
な
ど
新
し
い
人
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
り
、

学
校
で
は
ク
ラ
ス
替
え
、
職
場
で
は
人
事
異

動
な
ど
で
顔
ぶ
れ
が
変
わ
っ
た
り
し
て
、
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
、
新
し
い
場
所
で
、
新
し
い

気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
編
集
子
も
新
年
度
を
迎
え
、
新
し
い
気

持
ち
で
さ
ら
に
多
く
の
人
に
読
ま
れ
、
親
し

ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
に
奮
闘
し
て
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
来
月
号
か

ら
新
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
始
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ

い
。
▼
今
回
の
町
営
バ
ス
特
集
で
は
、
十
一

ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
全
路
線
の
時
刻
表
、
料
金

表
を
掲
載
し
ま
し
た
。
七
ペ
ー
ジ
か
ら
十
七

ペ
ー
ジ
を
本
紙
か
ら
離
し
て
、
別
冊
と
し
て

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集
後
記

人口

( 60）
男

27）
女

9,329 （－33）
世帯数 6,492 （＋ 1）

わたしたちの町

4月1日現在／（　）は前月比

［特集②］

もうすぐ運行開始

京丹波町
町営バスのすべて

丹波高原につつまれ 人の交流・連携で築く ぬくもりと躍動のあるまち

「
子
ど
も
た
ち
が
色
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き

る
環
境
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
底
辺

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
わ
た
し
た
ち
の
役
目
で
す
」

と
話
す
の
は
奥
田
健
次
さ
ん
。
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、

ホ
ッ
ケ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
町
内
の
十
九
単
位

団
で
構
成
し
、
二
月
に
発
足
し
た
京
丹
波
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
初
代
本
部
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

奥
田
さ
ん
は
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
、
人
づ
く
り
の

場
」
と
し
た
う
え
で
、「
試
合
で
の
勝
ち
負
け
で
は

な
く
、
活
動
の
過
程
の
な
か
で
仲
間
と
の
連
携
や
友

情
、
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、
子
ど
も
た
ち
の
協
調

性
や
創
造
性
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と

話
す
。

ま
た
、「
種
目
の
枠
を
超
え
た
横
の
つ
な
が
り
も

つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
奥
田
さ
ん
。
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
で
は
今
後
、
各
単
位
団
で
活
動
す
る
子

ど
も
た
ち
が
集
い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
野
外
活

動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
交
流
で
き
る

機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
予
定
だ
。「
旧
三
町
が
そ
れ

ぞ
れ
培
っ
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
良
さ

を
生
か
し
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
も
話
し
て
い
た
。

奥
田
さ
ん
は
、
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
ゴ
ン
タ
ー
ズ

高
原
」
の
監
督
で
も
あ
る
。
指
導
す
る
う
え
で
心
が

け
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
と
し
っ
か
り
と
向
き

合
っ
て
指
導
す
る
こ
と
。「
子
ど
も
た
ち
は
正
直
で

す
か
ら
ね
。
き
ち
っ
と
正
面
向
い
て
指
導
し
な
い
と
、

子
ど
も
た
ち
の
思
い
も
理
解
で
き
な
い
し
、
信
頼
関

係
も
築
け
ま
せ
ん
」
と
奥
田
さ
ん
は
話
す
。

休
日
の
ほ
と
ん
ど
は
ゴ
ン
タ
ー
ズ
の
監
督
業
で

い
っ
ぱ
い
だ
と
い
う
奥
田
さ
ん
の
今
の
楽
し
み
は
、

ゴ
ン
タ
ー
ズ
高
原
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
。「
試

合
で
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
ぶ
り
を
紹
介
す
る
の

が
楽
し
み
で
す
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。

最
後
に
、「
卒
団
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
い
つ
か

指
導
者
と
し
て
ゴ
ン
タ
ー
ズ
に
帰
っ
て
き
て
、
自
分

た
ち
が
学
ん
で
き
た
こ
と
を
次
代
の
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
チ
ー
ム
づ
く
り

を
し
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
あ
り
、
目
標
で
す
」
と

奥
田
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
心
身
と
も
に
豊
か
な
成

長
を
願
う
、
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
で
話
を
締
め
く
く

っ
た
。

スポーツ少年団は
「人づくりの場」
奥田健次さん（４６歳）　実勢

ゴンター
ズ高原の

子どもた
ち

特集①平成１８年度まちの予算特 ……………………2～5
京丹波町消防団が発足京 6

………………7～17
………18

人の動き人 …………………………………………………19
20052 ……………20・21
フラッシュフ  TOWN NEWS 2006 ……………22・23

…………………………………………24
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平
成
１８
年
度
ま
ち
の
予
算

平成１８年度

まちの予算

総
額
1
9
9
億
2,
9
0
0
万
円

特集①

◆総務費　 １３億８，１０３万円
区長会運営 ９３６万円
広報・広聴活動 ８１８万円
町総合振興計画策定 ６８５万円
交通安全啓発・交通指導員活動 ２６９万円
自治振興補助金・地域活動助成調査 １７７万円
行政情報システム運用管理 ２，７５６万円
ＣＡＴＶ整備事業（調査経費） ３２４万円
人権啓発・男女共同参画推進 ７２３万円

◆民生費　 １６億９，６４１万円
共同作業所入所訓練 ８，７４５万円
障害者自立支援 １億５，０５０万円
老人医療事業 ３，７５７万円
すこやか子育て医療費助成 ３，３６８万円
すこやか子育て祝金 ７５０万円
母子家庭医療事業 １，２４５万円
保育所運営（施設管理など含む） １億３，５０１万円

◆衛生費　 １０億２，４５５万円
南丹病院組合負担金 １，５９９万円
病院事業運営補助金 ２億３，４５４万円
各種健（検）診・健康増進など ６，２８２万円
予防接種事業 １，９２８万円
環境保全対策 ２１６万円
船井郡衛生管理組合分担金 ２億５，０３７万円

 

◆農林水産業費　 １３億７，１３６万円
農業委員会運営 １，１０９万円
中山間地域直接支払事業 ９，５２９万円
水田農業構造改革対策助成事業 １，７６０万円
有害鳥獣捕獲事業 １，９２２万円
畜産振興対策事業 ３，８９０万円
南丹地区農用地総合整備事業 １億６，６１０万円
森林整備地域活動支援事業 ３，０９８万円
農村情報施設管理（ケーブルテレビ・有線ファックス） ８，３６６万円

◆商工費　 ８，０２５万円
商工業振興事業（商工会小規模事業経営支援など） ２，２３４万円
鐘乳洞公園管理・ふるさと振興センター補助など ４，１９８万円

◆土木費　 １０億８，３５８万円
道路新設改良事業 ４億９，４２２万円
ダム関連対策事業 ４，３３６万円
公営住宅建設事業 ９，１００万円
都市公園整備事業 ４，６２０万円

◆消防費　 ３億７，８１２万円
京都中部広域消防組合負担金 ２億４，２９４万円
消防団活動運営事業 ８，０６３万円
地域防災計画策定 ４７０万円

◆教育費　 ７億７，８１０万円
小・中学校運営経費 ２億３，９８７万円
学校給食事業 １億　２７４万円
幼稚園運営経費 ２，７５１万円
学童保育事業 １，１５６万円
人権教育・社会教育団体育成・高齢者教育など １，６２０万円
生涯スポーツ振興・体育団体育成など ６７２万円
公民館管理運営・図書館活動・文化財保護 ３，８３１万円
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特集①

合
併
後
初
め
て
の
年
間
を
通
じ
た
本
格
的
予
算
と
な
る
平
成
十
八
年
度
当
初
予
算
が
、
町
議
会
三
月
定
例
会
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

総
額
は
一
九
九
億
二
、
九
二
九
万
円
（
百
万
円
未
満
四
捨
五
入
、
以
下
同
じ
。
財
産
区
会
計
を
除
く
）
で
、

内
訳
は
、
一
般
会
計
が
一
〇
〇
億
二
、
八
〇
〇
万
円
、
特
別
会
計
は
九
九
億
一
二
九
万
円
。

歳
入
に
は
、
町
が
自
ら
の
力
で
収
入
で
き
る

お
金
（
自
主
財
源
）
と
、
国
や
府
か
ら
割
り
当

て
ら
れ
た
り
、
交
付
さ
れ
た
り
す
る
お
金
（
依

存
財
源
）
が
あ
り
ま
す
。

左
の
円
グ
ラ
フ
を
み
る
と
、
町
税
収
入
な
ど

の
自
主
財
源
は
全
体
の
約
二
五
％
で
、
残
り
の

約
七
五
％
は
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
・
府
支
出

金
と
い
っ
た
国
や
府
か
ら
の
お
金
、
町
債
（
借

入
金
）
な
ど
の
依
存
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
国
・
地
方
と
も
に
財
政
状
況
は
厳
し

く
、
国
で
は
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
よ
る
地

方
行
財
政
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
や
府
へ
の
依
存
率
が
高
く
、
自
主
財
源
の

少
な
い
わ
が
町
に
と
っ
て
、
三
位
一
体
の
改
革

に
伴
う
地
方
交
付
税
や
国
庫
補
助
負
担
金
の

削
減
・
縮
小
に
よ
る
影
響
は
大
き
く
、
今
後
、

ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

今
年
度
の
予
算
は
、
こ
う
し
た
情
勢
の
な

か
で
の
厳
し
い
編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
合

併
に
よ
る
不
安
を
解
消
し
、
多
様
化
す
る
町

民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
、

最
大
の
収
入
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
を
ほ
ぼ

満
額
見
積
る
と
と
も
に
、
財
政
調
整
基
金
な

ど
か
ら
の
繰
入
金
や
町
債
を
可
能
な
限
り
見

込
ん
で
、
財
源
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

町
長
や
議
員
の
報
酬
、
職
員
の
給
与
な
ど
の

人
件
費
（
一
九
・
五
％
、
一
九
億
五
、
二
二
三
万

円
）
や
扶
助
費
（
四
・
二
％
、
四
億
一
、
六
六
九

万
円
）、
建
設
事
業
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
借
り

た
お
金
（
町
債
）
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
（

二
一
・
〇
％
、
二
一
億
九
四
〇
万
円
）
と
い
っ

た
義
務
的
経
費
（
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
、
任

意
に
削
減
し
に
く
い
経
費
）
は
、
旧
三
町
の
平

成
十
六
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、
約
八
億
七
、

〇
〇
〇
万
円
減
少
し
た
も
の
の
、
歳
出
全
体
の

約
半
分
近
く
を
占
め
る
厳
し
い
状
況
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
施
設

や
道
路
の
整
備
に
使
う
普
通
建
設
事
業
費
、
各

種
団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
の
補
助
費
等
、
需
用

費
な
ど
消
費
的
な
経
費
で
あ
る
物
件
費
な
ど
は

左
の
帯
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も

歳
入
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
の
な
か
、
限
ら
れ

た
財
源
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
に
は

、
既
存
の
事
務
・
事
業
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
経
常
経
費
の
節
減

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
の
一
般
会
計
歳
出
で
は
、
地
域
防
災

計
画
策
定
（
四
七
〇
万
円
）、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
）
を
全
町
に
広
げ
る
た
め
の
調
査

費
（
三
二
四
万
円
）、
地
域
自
治
組
織
づ
く
り
の

た
め
の
調
査
経
費
（
一
一
七
万
円
）、
町
総
合
振

興
計
画
策
定
（
六
八
五
万
円
）、
バ
ス
の
購
入
を

含
む
町
営
バ
ス
運
行
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
（
三
、
六
五
一
万
円
）、
町
営
住
宅
整
備
（
九
、

一
〇
〇
万
円
）
な
ど
を
新
規
に
予
定
。
そ
の
ほ

か
、
主
な
事
業
は
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
一
般

会
計
主
な
使
い
み
ち
」
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計﹇
歳
入
﹈

一
般
会
計﹇
歳
出
﹈

■■京丹波町の予算を一般家庭に例えてみると■■

■■会計別当初予算額■■

■■一般会計１００億２，８００万円　主な使いみち■■

■■一般会計歳出  町民一人当たりに換算すると  ■■

◇年間の収入（歳入）
　　Ａさんの収入
給料

雑収入
（不動産収入など）

貯金の取り崩し

親からの援助

ローン借入
合　　計

収入額 
74万円

30万円

19万円

305万円

72万円
500万円

構成比
14.8％

6.0％

3.9％

60.9％

14.4％
100％

京丹波町の歳入
町税
分担金・負担金
使用料・手数料
財産収入
諸収入・繰越金など
繰入金
地方交付税
国庫・府支出金
その他
 町債
　　　合　　計

予算額（千円）
1,480,450
88,239
205,077
61,775
249,483
392,660

4,623,000
883,316
604,400

1,439,600
10,028,000

構成比
14.8％
0.9％
2.0％
0.6％
2.5％
3.9％
46.1％
8.8％
6.0％
14.4％
100％

自
主
財
源

依
存
財
源

◇年間の支出（歳出）
　　Ａさんの収入

食費
医療費など
住宅ローン返済金
光熱水費・日用品
家財などの修理
諸会費や仕送り
貯金
商売などの補てん
雑費

家の増改築や車の購入
合　　計

収入額
98万円
21万円
105万円
66万円
1万円
64万円
5万円
66万円
2万円
72万円
500万円

京丹波町の歳入

義務的
経費

その他の経費

投資的経費
合　　計

人件費
扶助費
公債費
物件費
維持補修費
補助費等
積立金
繰出金
その他
普通建設事業費

予算額（千円）
1,952,225
416,687

2,109,402
1,321,429
18,146

1,294,566
101,818

1,329,776
47,418

1,436,533
10,028,000

構成比
19.5％
4.2％
21.0％
13.2％
0.2％
12.9％
1.0％
13.3％
0.4％
14.3％
100％

京丹波町の今年度の歳入予算の状況を一般家庭に例えると、収
入（歳入）においては、給与所得など（自主財源）が家計全体の約２
割程度で、残りの８割近くは、「親からの仕送り」（国や府からの交
付金、補助金など）や借金などでやり繰りしている状況です。
しかも最近、親の台所事情も厳しくなってきているため、頼みの
仕送りもこれまでのような額を望めそうもなく、その不足分を補う
ために貯金（財政調整基金など各種基金）を崩して、やり繰りして

いかなければなりません。
支出（歳出）では、食費（人件費）や医療費（扶助費）、家のロー

ンの返済金（公債費）などの決まって必要な生活費が５割近くを占
め、これらの費用を給料などの自主財源で、まかなえない状態です。
限られた収入のなかで健全な家計（財政）を維持していくには、
食費や光熱水費などの節減に努めるとともに、支出の内容を見直
し、改善していくことが重要になります。

生活費
（決まって
いるもの）

その他の
生活費

【１万円未満四捨五入】

会計別

一般会計

特別会計・企業会計

国民健康保険事業

老人保健

介護保険事業

水道事業

下水道事業

土地取得

育英資金給付事業

町営バス運行事業

宅地等開発事業

瑞穂病院事業

平成１８年度
当初予算額

100億2，800万円

99億　129万円

21億9,858万円

26億　765万円

14億6,520万円

16億8,800万円

9億3,100万円

8万円

437万円

1億5,356万円

―

8億5,285万円

平成１６年度
旧３町当初予算

112億6，250万円

100億3，362万円

25億8,077万円

21億9,745万円

13億3,420万円

6億2,435万円

13億2,022万円

281万円

185万円

7,984万円

1,186万円

18億8,027万円

比較

△12億3，450万円

△ １億3，233万円

△ 3億8,219万円

4億1,020万円

1億3,100万円

10億6,365万円

△ 3億8,922万円

△ 273万円

252万円

7,372万円

△1,186万円

△ 10億2,742万円

公債費

￥
118,273 円

教育費

43,628 円

総務費

77,434 円

農林水産業費

76,892 円

消防費

21,201 円

民生費

95,117 円

衛生費

57,446 円

土木費

60,756 円

町民
一人当たりの
歳出予算額

５５０，７４７円

平成１８年３月１日現在の人口１７，８３５人で計算しています。

一般会計
［歳入］

一般会計
［歳出］
（目的別）

一般会計
［歳出］
（性質別）

その他　6.0％　 6億440万円
　・地方譲与税         2億7,600万円
　・利子割交付金            570万円
　・配当割交付金            270万円
　・株式等譲渡所得割
　 交付金                  100万円
　・地方消費税         1億2,800万円
　・ゴルフ場利用税          6,000万円
　・自動車取得税           9,000万円
　・地方特例交付金         3,700万円
　・交通安全対策特別交付金　 400万円

その他　6.0％ 6億457万円
　・分担金・負担金  8,824万円
　・使用料・手数料 2億507万円
　・財産収入　 　6,178万円
　・繰越金　　 3,000万円
　・諸収入　　　　　 2億1,938万円
　・寄付金　　　　　　　 10万円

その他　2.0％　 2億545万円
　・議会費 9,895万円
　・労働費 135万円
　・商工費 8,025万円
　・災害復旧費 910万円
　・諸支出金 80万円
　・予備費 1,500万円

町債 14.4％
14億
3,960万円

国庫・府支出金
8.8％
8億
8,332万円

地方交付税
46.1％
46億2,300万円

町税 14.8％
14億
8,045万円

総務費
13.8％
13億
8,103万円

公債費
21.0％
21億
940万円

衛生費
10.2％
10億
2,455万円

農林水産業費
13.7％
13億7,136万円

教育費 7.8％
7億7,810万円

消防費　3.8％
3億7,812万円

繰入金　3.9％
3億9,266万円

民生費
16.9％
16億
9,641万円

土木費 
10.8％
10億
8,358万円

歳　入
100億

2,800万円

歳　出
100億

2,800万円

平成１８年度
総額　100億2800万円

人件費
19.5％

補助費等
12.9％

公債費
21.0％

物件費
13.2％

普通建設
事業費
14.3％

扶助費
4.2％

その他
1.6％

繰出金
13.3％

自主財源

依存財源
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平
成
１８
年
度
ま
ち
の
予
算

平成１８年度

まちの予算

総
額
1
9
9
億
2,
9
0
0
万
円

特集①

◆総務費　 １３億８，１０３万円
区長会運営 ９３６万円
広報・広聴活動 ８１８万円
町総合振興計画策定 ６８５万円
交通安全啓発・交通指導員活動 ２６９万円
自治振興補助金・地域活動助成調査 １７７万円
行政情報システム運用管理 ２，７５６万円
ＣＡＴＶ整備事業（調査経費） ３２４万円
人権啓発・男女共同参画推進 ７２３万円

◆民生費　 １６億９，６４１万円
共同作業所入所訓練 ８，７４５万円
障害者自立支援 １億５，０５０万円
老人医療事業 ３，７５７万円
すこやか子育て医療費助成 ３，３６８万円
すこやか子育て祝金 ７５０万円
母子家庭医療事業 １，２４５万円
保育所運営（施設管理など含む） １億３，５０１万円

◆衛生費　 １０億２，４５５万円
南丹病院組合負担金 １，５９９万円
病院事業運営補助金 ２億３，４５４万円
各種健（検）診・健康増進など ６，２８２万円
予防接種事業 １，９２８万円
環境保全対策 ２１６万円
船井郡衛生管理組合分担金 ２億５，０３７万円

 

◆農林水産業費　 １３億７，１３６万円
農業委員会運営 １，１０９万円
中山間地域直接支払事業 ９，５２９万円
水田農業構造改革対策助成事業 １，７６０万円
有害鳥獣捕獲事業 １，９２２万円
畜産振興対策事業 ３，８９０万円
南丹地区農用地総合整備事業 １億６，６１０万円
森林整備地域活動支援事業 ３，０９８万円
農村情報施設管理（ケーブルテレビ・有線ファックス） ８，３６６万円

◆商工費　 ８，０２５万円
商工業振興事業（商工会小規模事業経営支援など） ２，２３４万円
鐘乳洞公園管理・ふるさと振興センター補助など ４，１９８万円

◆土木費　 １０億８，３５８万円
道路新設改良事業 ４億９，４２２万円
ダム関連対策事業 ４，３３６万円
公営住宅建設事業 ９，１００万円
都市公園整備事業 ４，６２０万円

◆消防費　 ３億７，８１２万円
京都中部広域消防組合負担金 ２億４，２９４万円
消防団活動運営事業 ８，０６３万円
地域防災計画策定 ４７０万円

◆教育費　 ７億７，８１０万円
小・中学校運営経費 ２億３，９８７万円
学校給食事業 １億　２７４万円
幼稚園運営経費 ２，７５１万円
学童保育事業 １，１５６万円
人権教育・社会教育団体育成・高齢者教育など １，６２０万円
生涯スポーツ振興・体育団体育成など ６７２万円
公民館管理運営・図書館活動・文化財保護 ３，８３１万円

KYOTAMBA TOWN◆5

特集①

合
併
後
初
め
て
の
年
間
を
通
じ
た
本
格
的
予
算
と
な
る
平
成
十
八
年
度
当
初
予
算
が
、
町
議
会
三
月
定
例
会
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

総
額
は
一
九
九
億
二
、
九
二
九
万
円
（
百
万
円
未
満
四
捨
五
入
、
以
下
同
じ
。
財
産
区
会
計
を
除
く
）
で
、

内
訳
は
、
一
般
会
計
が
一
〇
〇
億
二
、
八
〇
〇
万
円
、
特
別
会
計
は
九
九
億
一
二
九
万
円
。

歳
入
に
は
、
町
が
自
ら
の
力
で
収
入
で
き
る

お
金
（
自
主
財
源
）
と
、
国
や
府
か
ら
割
り
当

て
ら
れ
た
り
、
交
付
さ
れ
た
り
す
る
お
金
（
依

存
財
源
）
が
あ
り
ま
す
。

左
の
円
グ
ラ
フ
を
み
る
と
、
町
税
収
入
な
ど

の
自
主
財
源
は
全
体
の
約
二
五
％
で
、
残
り
の

約
七
五
％
は
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
・
府
支
出

金
と
い
っ
た
国
や
府
か
ら
の
お
金
、
町
債
（
借

入
金
）
な
ど
の
依
存
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
国
・
地
方
と
も
に
財
政
状
況
は
厳
し

く
、
国
で
は
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
よ
る
地

方
行
財
政
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
や
府
へ
の
依
存
率
が
高
く
、
自
主
財
源
の

少
な
い
わ
が
町
に
と
っ
て
、
三
位
一
体
の
改
革

に
伴
う
地
方
交
付
税
や
国
庫
補
助
負
担
金
の

削
減
・
縮
小
に
よ
る
影
響
は
大
き
く
、
今
後
、

ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

今
年
度
の
予
算
は
、
こ
う
し
た
情
勢
の
な

か
で
の
厳
し
い
編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
合

併
に
よ
る
不
安
を
解
消
し
、
多
様
化
す
る
町

民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
、

最
大
の
収
入
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
を
ほ
ぼ

満
額
見
積
る
と
と
も
に
、
財
政
調
整
基
金
な

ど
か
ら
の
繰
入
金
や
町
債
を
可
能
な
限
り
見

込
ん
で
、
財
源
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

町
長
や
議
員
の
報
酬
、
職
員
の
給
与
な
ど
の

人
件
費
（
一
九
・
五
％
、
一
九
億
五
、
二
二
三
万

円
）
や
扶
助
費
（
四
・
二
％
、
四
億
一
、
六
六
九

万
円
）、
建
設
事
業
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
借
り

た
お
金
（
町
債
）
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
（

二
一
・
〇
％
、
二
一
億
九
四
〇
万
円
）
と
い
っ

た
義
務
的
経
費
（
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
、
任

意
に
削
減
し
に
く
い
経
費
）
は
、
旧
三
町
の
平

成
十
六
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、
約
八
億
七
、

〇
〇
〇
万
円
減
少
し
た
も
の
の
、
歳
出
全
体
の

約
半
分
近
く
を
占
め
る
厳
し
い
状
況
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
施
設

や
道
路
の
整
備
に
使
う
普
通
建
設
事
業
費
、
各

種
団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
の
補
助
費
等
、
需
用

費
な
ど
消
費
的
な
経
費
で
あ
る
物
件
費
な
ど
は

左
の
帯
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も

歳
入
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
の
な
か
、
限
ら
れ

た
財
源
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
に
は

、
既
存
の
事
務
・
事
業
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
経
常
経
費
の
節
減

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
の
一
般
会
計
歳
出
で
は
、
地
域
防
災

計
画
策
定
（
四
七
〇
万
円
）、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
）
を
全
町
に
広
げ
る
た
め
の
調
査

費
（
三
二
四
万
円
）、
地
域
自
治
組
織
づ
く
り
の

た
め
の
調
査
経
費
（
一
一
七
万
円
）、
町
総
合
振

興
計
画
策
定
（
六
八
五
万
円
）、
バ
ス
の
購
入
を

含
む
町
営
バ
ス
運
行
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
（
三
、
六
五
一
万
円
）、
町
営
住
宅
整
備
（
九
、

一
〇
〇
万
円
）
な
ど
を
新
規
に
予
定
。
そ
の
ほ

か
、
主
な
事
業
は
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
一
般

会
計
主
な
使
い
み
ち
」
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計﹇
歳
入
﹈

一
般
会
計﹇
歳
出
﹈

■■京丹波町の予算を一般家庭に例えてみると■■

■■会計別当初予算額■■

■■一般会計１００億２，８００万円　主な使いみち■■

■■一般会計歳出  町民一人当たりに換算すると  ■■

◇年間の収入（歳入）
　　Ａさんの収入
給料

雑収入
（不動産収入など）

貯金の取り崩し

親からの援助

ローン借入
合　　計

収入額 
74万円

30万円

19万円

305万円

72万円
500万円

構成比
14.8％

6.0％

3.9％

60.9％

14.4％
100％

京丹波町の歳入
町税
分担金・負担金
使用料・手数料
財産収入
諸収入・繰越金など
繰入金
地方交付税
国庫・府支出金
その他
 町債
　　　合　　計

予算額（千円）
1,480,450
88,239
205,077
61,775
249,483
392,660

4,623,000
883,316
604,400

1,439,600
10,028,000

構成比
14.8％
0.9％
2.0％
0.6％
2.5％
3.9％
46.1％
8.8％
6.0％
14.4％
100％

自
主
財
源

依
存
財
源

◇年間の支出（歳出）
　　Ａさんの収入

食費
医療費など
住宅ローン返済金
光熱水費・日用品
家財などの修理
諸会費や仕送り
貯金
商売などの補てん
雑費

家の増改築や車の購入
合　　計

収入額
98万円
21万円
105万円
66万円
1万円
64万円
5万円
66万円
2万円
72万円
500万円

京丹波町の歳入

義務的
経費

その他の経費

投資的経費
合　　計

人件費
扶助費
公債費
物件費
維持補修費
補助費等
積立金
繰出金
その他
普通建設事業費

予算額（千円）
1,952,225
416,687

2,109,402
1,321,429
18,146

1,294,566
101,818

1,329,776
47,418

1,436,533
10,028,000

構成比
19.5％
4.2％
21.0％
13.2％
0.2％
12.9％
1.0％
13.3％
0.4％
14.3％
100％

京丹波町の今年度の歳入予算の状況を一般家庭に例えると、収
入（歳入）においては、給与所得など（自主財源）が家計全体の約２
割程度で、残りの８割近くは、「親からの仕送り」（国や府からの交
付金、補助金など）や借金などでやり繰りしている状況です。
しかも最近、親の台所事情も厳しくなってきているため、頼みの
仕送りもこれまでのような額を望めそうもなく、その不足分を補う
ために貯金（財政調整基金など各種基金）を崩して、やり繰りして

いかなければなりません。
支出（歳出）では、食費（人件費）や医療費（扶助費）、家のロー

ンの返済金（公債費）などの決まって必要な生活費が５割近くを占
め、これらの費用を給料などの自主財源で、まかなえない状態です。
限られた収入のなかで健全な家計（財政）を維持していくには、

食費や光熱水費などの節減に努めるとともに、支出の内容を見直
し、改善していくことが重要になります。

生活費
（決まって
いるもの）

その他の
生活費

【１万円未満四捨五入】

会計別

一般会計

特別会計・企業会計

国民健康保険事業

老人保健

介護保険事業

水道事業

下水道事業

土地取得

育英資金給付事業

町営バス運行事業

宅地等開発事業

瑞穂病院事業

平成１８年度
当初予算額

100億2，800万円

99億　129万円

21億9,858万円

26億　765万円

14億6,520万円

16億8,800万円

9億3,100万円

8万円

437万円

1億5,356万円

―

8億5,285万円

平成１６年度
旧３町当初予算

112億6，250万円

100億3，362万円

25億8,077万円

21億9,745万円

13億3,420万円

6億2,435万円

13億2,022万円

281万円

185万円

7,984万円

1,186万円

18億8,027万円

比較

△12億3，450万円

△ １億3，233万円

△ 3億8,219万円

4億1,020万円

1億3,100万円

10億6,365万円

△ 3億8,922万円

△ 273万円

252万円

7,372万円

△1,186万円

△ 10億2,742万円

公債費

￥
118,273 円

教育費

43,628 円

総務費

77,434 円

農林水産業費

76,892 円

消防費

21,201 円

民生費

95,117 円

衛生費

57,446 円

土木費

60,756 円

町民
一人当たりの
歳出予算額

５５０，７４７円

平成１８年３月１日現在の人口１７，８３５人で計算しています。

一般会計
［歳入］

一般会計
［歳出］
（目的別）

一般会計
［歳出］
（性質別）

その他　6.0％　 6億440万円
　・地方譲与税         2億7,600万円
　・利子割交付金            570万円
　・配当割交付金            270万円
　・株式等譲渡所得割
　 交付金                  100万円
　・地方消費税         1億2,800万円
　・ゴルフ場利用税          6,000万円
　・自動車取得税           9,000万円
　・地方特例交付金         3,700万円
　・交通安全対策特別交付金　 400万円

その他　6.0％ 6億457万円
　・分担金・負担金  8,824万円
　・使用料・手数料 2億507万円
　・財産収入　 　6,178万円
　・繰越金　　 3,000万円
　・諸収入　　　　　 2億1,938万円
　・寄付金　　　　　　　 10万円

その他　2.0％　 2億545万円
　・議会費 9,895万円
　・労働費 135万円
　・商工費 8,025万円
　・災害復旧費 910万円
　・諸支出金 80万円
　・予備費 1,500万円

町債 14.4％
14億
3,960万円

国庫・府支出金
8.8％
8億
8,332万円

地方交付税
46.1％
46億2,300万円

町税 14.8％
14億
8,045万円

総務費
13.8％
13億
8,103万円

公債費
21.0％
21億
940万円

衛生費
10.2％
10億
2,455万円

農林水産業費
13.7％
13億7,136万円

教育費 7.8％
7億7,810万円

消防費　3.8％
3億7,812万円

繰入金　3.9％
3億9,266万円

民生費
16.9％
16億
9,641万円

土木費 
10.8％
10億
8,358万円

歳　入
100億

2,800万円

歳　出
100億

2,800万円

平成１８年度
総額　100億2800万円

人件費
19.5％

補助費等
12.9％

公債費
21.0％

物件費
13.2％

普通建設
事業費
14.3％

扶助費
4.2％

その他
1.6％

繰出金
13.3％

自主財源

依存財源
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三
月
議
会
定
例
会
で
、京
丹
波
町
町
営
バ
ス
運
行
事
業
条
例
が
可
決
成
立
。京
丹
波
町
発
足
後
、旧
丹
波
町
区
域
で
は
町
民
バ
ス
を
、

旧
瑞
穂
町
・
旧
和
知
町
区
域
で
は
町
営
バ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
運
行
し
て
き
ま
し
た
が
、こ
れ
を
町
営
バ
ス
方
式（
有
償
運
送
）に
再
編
し
、

五
月
一
日
か
ら
、京
丹
波
町
町
営
バ
ス
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

こ
の
特
集
で
は
、再
編
し
た
路
線
や
、路
線
ご
と
の
便
数
、料
金
な
ど
町
営
バ
ス
運
行
事
業
の
全
体
像
を
紹
介
し
ま
す
。

バ
ス
路
線
の
概
要

路
線
は
全
部
で
十
五
路
線
。
旧
瑞
穂
町
・
旧
和
知

町
の
町
営
バ
ス
路
線
は
、
ほ
ぼ
現
行
の
と
お
り
残
し
、

旧
三
町
を
結
ぶ
路
線
と
し
て
、
新
た
に
丹
波
桧
山
線

（
京
丹
波
町
役
場
―
丹
波
マ
ー
ケ
ス
―
瑞
穂
病
院
―

Ｊ
Ｒ
バ
ス
桧
山
駅
間
）
と
、
丹
波
和
知
線
（
京
丹
波

町
役
場
―
丹
波
マ
ー
ケ
ス
―
Ｊ
Ｒ
和
知
駅
間
）
を
新

設
し
ま
し
た
。

旧
丹
波
町
区
域
で
行
っ
て
い
た
町
民
バ
ス
路
線

は
、
高
原
下
山
線
（
京
丹
波
町
役
場
―
下
山
）、
竹
野

線
（
京
丹
波
町
役
場
―
口
八
田
）
と
し
て
運
行
し
ま

す
。こ

れ
ら
新
路
線
の
編
成
に
伴
い
、
合
併
後
に
設
置

し
た
須
知
高
校
線
（
Ｊ
Ｒ
和
知
駅
―
須
知
高
校
間
）

は
廃
止
し
、
丹
波
和
知
線
が
同
校
を
経
由
し
ま
す
。

ま
た
、
旧
瑞
穂
町
営
バ
ス
の
路
線
で
あ
っ
た
中
台
線

の
一
部
（
Ｊ
Ｒ
バ
ス
桧
山
駅
―
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み

ず
ほ
間
）
も
廃
止
し
ま
す
。

今
回
の
新
路
線
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
利
便
性

向
上
を
図
る
た
め
、
町
内
の
官
公
庁
や
病
院
、
商
業

施
設
を
結
び
、
町
内
を
走
る
J
R
バ
ス
路
線
と
重

な
ら
な
い
よ
う
に
考
慮
し
ま
し
た
。

各
路
線
の
便
数
・
時
刻
な
ど
は
今
後
、
運
行
状
況

な
ど
を
み
な
が
ら
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

料
金
体
系

料
金
に
つ
い
て
は
、
二
月
に
開
催
し
た
町
政
懇
談

会
で
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を

踏
ま
え
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
従
来
の
料
金
体
系
を
ベ
ー

ス
に
、
ど
れ
だ
け
安
く
で
き
る
か
を
検
討
し
た
結
果
、

三
・
五
キ
ロ
未
満
を
百
円
、
三
・
五
―
七
キ
ロ
未
満
を

二
百
円
、
七
―
十
キ
ロ
未
満
を
三
百
円
、
十
キ
ロ
以

上
を
四
百
円
と
す
る
新
体
系
を
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
区
間
で
、
従
来
の
料

金
よ
り
値
下
げ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

旧
和
知
町
営
バ
ス
で
設
定
し
て
い
た
七
十
歳
以
上

の
高
齢
者
に
対
す
る
料
金
半
額
券
で
あ
る
「
寿
券
」

制
度
は
、
新
し
い
料
金
体
系
が
従
来
の
料
金
体
系
よ

り
も
安
く
設
定
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
廃
止
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
安
く
、
し
か
も
分
か
り
や
す
い
料

金
体
系
を
設
定
し
、
町
営
バ
ス
の
利
用
促
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

もうすぐ運行開始

京丹波町町営バスのすべて
特集②

京
丹
波
町
消
防
団
が
発
足

四
月
一
日
、蒲
生
野
中
学
校
体
育
館
で
京
丹
波
町
消
防
団
発
足
式
と
平
成
十
八
年
度
入
退
団
お
よ
び
役
員

任
命
式
を
行
い
、町
や
議
会
、消
防
団
員
ら
約
百
七
十
人
が
出
席
。
旧
三
町
消
防
団
を
再
編
し
て
誕
生
し
た
京

丹
波
町
消
防
団
の
発
足
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

京
丹
波
町
消
防
団
は
団
長（
一
人
）、副
団
長（
三
人
）の
下
に
丹
波
支
団
、瑞
穂
支
団
、和
知
支
団
の
三
支
団

を
編
成
。
今
年
度
、四
十
二
人
が
新
し
く
入
団
し
、団
員
総
数
八
百
八
十
七
人
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

式
で
は
、
松
原
茂
樹
町
長
が
京
丹
波
町
消
防
団

の
発
足
宣
言
を
し
た
あ
と
、「
町
民
の
皆
様
か
ら

の
大
き
な
期
待
を
支
え
と
し
、
団
員
が
一
致
団
結

し
て
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
築
い
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
消
防
団
長
の
任
命
を
行
い
、
初
代
消

防
団
長
に
、
前
和
知
町
消
防
団
長
の
森
良
行
さ
ん

（
安
栖
里
）
が
就
任
。
松
原
町
長
が
森
団
長
に
任

命
書
を
交
付
し
た
あ
と
、
真
新
し
い
消
防
団
旗
を

手
渡
し
ま
し
た
。

次
に
、
副
団
長
や
支
団
長
ら
の
任
命
を
行
っ
た

あ
と
、
今
年
度
の
入
団
者
の
発
表
を
行
い
、
入
団

し
た
四
十
二
人
を
代
表
し
て
村
山
辰
徳
さ
ん
（
安

井
）
が
入
団
者
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
退
団
者
の
報
告
お
よ
び
辞
令
交
付
で
は
、

今
年
度
退
団
し
た
四
十
人
を
代
表
し
て
前
瑞
穂

町
消
防
団
長
で
合
併
後
は
連
合
消
防
団
長
を
務

め
た
友
金
一
郎
さ
ん
が
、
松
原
町
長
か
ら
辞
令
の

交
付
を
受
け
、「
家
族
の
支
え
や
、
消
防
団
員
相

互
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で

務
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
崇
高
な
消
防
精
神
の
も

と
、
団
員
が
一
致
団
結
さ
れ
、
発
足
し
た
京
丹
波

町
消
防
団
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
う
」
と
退

団
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
平
成
十
七
年
度
定
例
表
彰
も
行
い
、

長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団

員
に
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
な
ど
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

■
役
員
（
分
団
長
以
上
、
敬
称
略
）

団
長
／
森
良
行
（
安
栖
里
）

副
団
長
／
太
田
創
一
（
安
井
）
▼
西
山
芳
明
（
猪

鼻
）
▼
梅
原
好
範
（
市
場
）

支
団
長
／
湊
嘉
秀
（
丹
波
支
団
）
▼
真
野
勝
也
（
瑞

穂
支
団
）
▼
山
森
英
二
（
和
知
支
団
）

分
団
長
／
一
谷
勲
（
丹
波
支
団
第
一
分
団
）

▼
岩
崎
浩
和
（
同
第
二
分
団
）
▼
野
村
政
直
（
同

第
三
分
団
）
▼
村
山
直
樹
（
同
第
四
分
団
）

▼
山

哲
夫
（
同
第
五
分
団
）
▼
西
岡
政
人
（
同

第
六
分
団
）
▼
片
山
文
樹
（
同
第
七
分
団
）

▼
増
谷
隆
男
（
瑞
穂
支
団
第
一
分
団
）
▼
上
田
勝

（
同
第
二
分
団
）
▼
軽
野
篤
（
同
第
三
分
団
）

▼
樋
口
彰
（
同
第
四
分
団
）
▼
上
林
一
弘
（
同
第

五
分
団
）
▼
藤
井
利
幸
（
和
知
支
団
第
一
分
団
）

▼
栗
林
英
治
（
同
第
二
分
団
）
▼
細
尾
利
之
（
同

第
三
分
団
）
▼
片
山
明
彦
（
同
第
四
分
団
）

■
新
入
団
員
（
敬
称
略
）

【
丹
波
支
団
】
東
克
彦
▼
谷
垣
哲
也

▼
小
久
保
浩
和
▼
村
上
幸
司
▼
野
々
口
豊

▼
和
地
良
太
郎
▼
田
中
公
明
▼
川

宣
幸

▼
田
端
健
▼
村
山
辰
徳
▼
大
門
宏
之
▼
人
西
崇

▼
井
上
誠
▼
松
村
秀
和
▼
小
西
秀
彦
▼
野
々
口

雅
人
▼
土
保
雄
一
▼
中
川
和
也

【
瑞
穂
支
団
】
上
田
宗
弘
▼
庄
林
誠
▼
伊
藤
誠
樹

▼
渡
辺
陽
祐
▼
片
山
義
之
▼
西
村
健
作
▼
山
田

潤
▼
塩
田
吉
之
▼
輕
尾
圭
造
▼
塩
田
達
也

▼
西
村
明
洋
▼
梅
垣
孝
▼
坂
本
強
▼
矢
田
貴
志

【
和
知
支
団
】
西
山
渉
▼
大
西
保
則
▼
井
爪
英
樹

▼
江
本
貴
明
▼
田
井
克
実
▼
伊
倉
眞

▼
梅
原
丈
裕
▼
別
所
秀
一
▼
山
森
良

▼
瀬
野
佳
英

■
退
団
者
（
敬
称
略
）

【
丹
波
町
消
防
団
】
松
村
俊
憲
▼
瀧
村
公
彦

▼
東
佳
明
▼
近
藤
英
二
▼
真
野
新
三

▼
井
尻
尚
志
▼
吉
田
和
夫
▼
南
克
幸
▼
坂
本
巧

▼
池
田
守
▼
本
嶋
豊
▼
湊
昌
彦
▼
小
森
和
也
▼

岩
内
隆
之
▼
桐
野
喜
義
▼
四
角
透
▼
樋
口
啓
一

▼
小
林
秀
直

【
瑞
穂
町
消
防
団
】
友
金
一
郎
▼
阪
本
豊
▼
上
西

豊
▼
輕
尾
孝
▼
澤
山
久
之
▼
今
西
宏
昭
▼
畠
中

真
徳
▼
山
田
直
彦
▼
上
田
和
雄
▼
西
村
和
洋

【
和
知
町
消
防
団
】
小
堀
幸
治
▼
出
野
範
夫

▼
小
畑
英
治
▼
榎
川
寿
博
▼
山
本
薫

▼
今
海
正
昭
▼
江
本
洋
一
▼
石
川
雄
二
▼
出
野

昌
敏
▼
谷
本
貴
明
▼
樋
口
義
昭
▼
片
山
智
史

■
平
成
十
七
年
度
定
例
表
彰

（
役
職
は
表
彰
時
点
、
敬
称
略
）

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

功
績
章
／
阪
本
豊
（
副
団
長
）

▼
湊
嘉
秀
（
同
）

精
績
章
／
片
山
明
彦
（
分
団
長
）
▼
上
西
豊
（
同
）

▼
山

哲
夫
（
同
）

▼
光
枝
和
男
（
副
分
団
長
）

勤
続
章
／
友
金
一
郎
（
団
長
）
▼
松
村
俊
憲
（
同
）

▼
太
田
創
一
（
副
団
長
）

【
丹
波
地
方
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰
】

西
岡
政
人
（
分
団
長
）
▼
中
野
守
（
副
分
団
長
）
▼

湊
和
之
（
同
）
▼
村
山
英
紀
（
同
）
▼
芦
田
信
司
（
部

長
）
▼
山
田
孝
幸
（
班
長
）
▼
上
原
輝
也
（
班
長
）

▼
上
西
悟
（
同
）
▼
上
林
治
（
同
）
▼
山
内
久

▼
大
田
耕
一
▼
野
間
寿
久
▼
片
山
貴
之

合
併
後
も
旧
三
町
の
各
消
防
団
が
存
続
し
、

京
丹
波
町
が
発
足
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、
連

合
消
防
団
と
し
て
消
防
活
動
に
あ
た
っ
て

き
ま
し
た
が
、
四
月
一
日
か
ら
旧
三
町
消
防

団
を
再
編
し
、
ひ
と
つ
の
組
織
と
な
っ
た
京

丹
波
町
消
防
団
が
発
足
し
ま
し
た
。

不
肖
私
が
初
代
団
長
の
重
責
を
預
か
る

こ
と
に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

発
足
ま
も
な
く
、
組
織
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
な

面
が
あ
り
ま
す
が
、
団
員
一
人
ひ
と
り
が
消

防
団
の
任
務
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
各
町
消
防
団
が
築
い
て
き
た
伝
統
を

礎
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ

る
消
防
団
を
築
い
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新入団員を代表して宣誓をする村山さん

役場前の乗降の様子

京丹波町消防団発足式（蒲生野中体育館）

京丹波町消防団

団長
森良行さん

※
全
路
線
、年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）は
運
休

時
刻
表
※
全
路
線
、年
末
年
始（
１２
月
２９
│
１
月
３
日
）は
運
休

■丹波和知線

■丹波桧山線

■竹野線

■高原下山線
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三
月
議
会
定
例
会
で
、京
丹
波
町
町
営
バ
ス
運
行
事
業
条
例
が
可
決
成
立
。京
丹
波
町
発
足
後
、旧
丹
波
町
区
域
で
は
町
民
バ
ス
を
、

旧
瑞
穂
町
・
旧
和
知
町
区
域
で
は
町
営
バ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
運
行
し
て
き
ま
し
た
が
、こ
れ
を
町
営
バ
ス
方
式（
有
償
運
送
）に
再
編
し
、

五
月
一
日
か
ら
、京
丹
波
町
町
営
バ
ス
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

こ
の
特
集
で
は
、再
編
し
た
路
線
や
、路
線
ご
と
の
便
数
、料
金
な
ど
町
営
バ
ス
運
行
事
業
の
全
体
像
を
紹
介
し
ま
す
。

バ
ス
路
線
の
概
要

路
線
は
全
部
で
十
五
路
線
。
旧
瑞
穂
町
・
旧
和
知

町
の
町
営
バ
ス
路
線
は
、
ほ
ぼ
現
行
の
と
お
り
残
し
、

旧
三
町
を
結
ぶ
路
線
と
し
て
、
新
た
に
丹
波
桧
山
線

（
京
丹
波
町
役
場
―
丹
波
マ
ー
ケ
ス
―
瑞
穂
病
院
―

Ｊ
Ｒ
バ
ス
桧
山
駅
間
）
と
、
丹
波
和
知
線
（
京
丹
波

町
役
場
―
丹
波
マ
ー
ケ
ス
―
Ｊ
Ｒ
和
知
駅
間
）
を
新

設
し
ま
し
た
。

旧
丹
波
町
区
域
で
行
っ
て
い
た
町
民
バ
ス
路
線

は
、
高
原
下
山
線
（
京
丹
波
町
役
場
―
下
山
）、
竹
野

線
（
京
丹
波
町
役
場
―
口
八
田
）
と
し
て
運
行
し
ま

す
。こ

れ
ら
新
路
線
の
編
成
に
伴
い
、
合
併
後
に
設
置

し
た
須
知
高
校
線
（
Ｊ
Ｒ
和
知
駅
―
須
知
高
校
間
）

は
廃
止
し
、
丹
波
和
知
線
が
同
校
を
経
由
し
ま
す
。

ま
た
、
旧
瑞
穂
町
営
バ
ス
の
路
線
で
あ
っ
た
中
台
線

の
一
部
（
Ｊ
Ｒ
バ
ス
桧
山
駅
―
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み

ず
ほ
間
）
も
廃
止
し
ま
す
。

今
回
の
新
路
線
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
利
便
性

向
上
を
図
る
た
め
、
町
内
の
官
公
庁
や
病
院
、
商
業

施
設
を
結
び
、
町
内
を
走
る
J
R
バ
ス
路
線
と
重

な
ら
な
い
よ
う
に
考
慮
し
ま
し
た
。

各
路
線
の
便
数
・
時
刻
な
ど
は
今
後
、
運
行
状
況

な
ど
を
み
な
が
ら
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

料
金
体
系

料
金
に
つ
い
て
は
、
二
月
に
開
催
し
た
町
政
懇
談

会
で
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を

踏
ま
え
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
従
来
の
料
金
体
系
を
ベ
ー

ス
に
、
ど
れ
だ
け
安
く
で
き
る
か
を
検
討
し
た
結
果
、

三
・
五
キ
ロ
未
満
を
百
円
、
三
・
五
―
七
キ
ロ
未
満
を

二
百
円
、
七
―
十
キ
ロ
未
満
を
三
百
円
、
十
キ
ロ
以

上
を
四
百
円
と
す
る
新
体
系
を
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
区
間
で
、
従
来
の
料

金
よ
り
値
下
げ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

旧
和
知
町
営
バ
ス
で
設
定
し
て
い
た
七
十
歳
以
上

の
高
齢
者
に
対
す
る
料
金
半
額
券
で
あ
る
「
寿
券
」

制
度
は
、
新
し
い
料
金
体
系
が
従
来
の
料
金
体
系
よ

り
も
安
く
設
定
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
廃
止
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
安
く
、
し
か
も
分
か
り
や
す
い
料

金
体
系
を
設
定
し
、
町
営
バ
ス
の
利
用
促
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

もうすぐ運行開始

京丹波町町営バスのすべて
特集②

京
丹
波
町
消
防
団
が
発
足

四
月
一
日
、蒲
生
野
中
学
校
体
育
館
で
京
丹
波
町
消
防
団
発
足
式
と
平
成
十
八
年
度
入
退
団
お
よ
び
役
員

任
命
式
を
行
い
、町
や
議
会
、消
防
団
員
ら
約
百
七
十
人
が
出
席
。
旧
三
町
消
防
団
を
再
編
し
て
誕
生
し
た
京

丹
波
町
消
防
団
の
発
足
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

京
丹
波
町
消
防
団
は
団
長（
一
人
）、副
団
長（
三
人
）の
下
に
丹
波
支
団
、瑞
穂
支
団
、和
知
支
団
の
三
支
団

を
編
成
。
今
年
度
、四
十
二
人
が
新
し
く
入
団
し
、団
員
総
数
八
百
八
十
七
人
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

式
で
は
、
松
原
茂
樹
町
長
が
京
丹
波
町
消
防
団

の
発
足
宣
言
を
し
た
あ
と
、「
町
民
の
皆
様
か
ら

の
大
き
な
期
待
を
支
え
と
し
、
団
員
が
一
致
団
結

し
て
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
築
い
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
消
防
団
長
の
任
命
を
行
い
、
初
代
消

防
団
長
に
、
前
和
知
町
消
防
団
長
の
森
良
行
さ
ん

（
安
栖
里
）
が
就
任
。
松
原
町
長
が
森
団
長
に
任

命
書
を
交
付
し
た
あ
と
、
真
新
し
い
消
防
団
旗
を

手
渡
し
ま
し
た
。

次
に
、
副
団
長
や
支
団
長
ら
の
任
命
を
行
っ
た

あ
と
、
今
年
度
の
入
団
者
の
発
表
を
行
い
、
入
団

し
た
四
十
二
人
を
代
表
し
て
村
山
辰
徳
さ
ん
（
安

井
）
が
入
団
者
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
退
団
者
の
報
告
お
よ
び
辞
令
交
付
で
は
、

今
年
度
退
団
し
た
四
十
人
を
代
表
し
て
前
瑞
穂

町
消
防
団
長
で
合
併
後
は
連
合
消
防
団
長
を
務

め
た
友
金
一
郎
さ
ん
が
、
松
原
町
長
か
ら
辞
令
の

交
付
を
受
け
、「
家
族
の
支
え
や
、
消
防
団
員
相

互
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で

務
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
崇
高
な
消
防
精
神
の
も

と
、
団
員
が
一
致
団
結
さ
れ
、
発
足
し
た
京
丹
波

町
消
防
団
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
う
」
と
退

団
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
平
成
十
七
年
度
定
例
表
彰
も
行
い
、

長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団

員
に
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
な
ど
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

■
役
員
（
分
団
長
以
上
、
敬
称
略
）

団
長
／
森
良
行
（
安
栖
里
）

副
団
長
／
太
田
創
一
（
安
井
）
▼
西
山
芳
明
（
猪

鼻
）
▼
梅
原
好
範
（
市
場
）

支
団
長
／
湊
嘉
秀
（
丹
波
支
団
）
▼
真
野
勝
也
（
瑞

穂
支
団
）
▼
山
森
英
二
（
和
知
支
団
）

分
団
長
／
一
谷
勲
（
丹
波
支
団
第
一
分
団
）

▼
岩
崎
浩
和
（
同
第
二
分
団
）
▼
野
村
政
直
（
同

第
三
分
団
）
▼
村
山
直
樹
（
同
第
四
分
団
）

▼
山

哲
夫
（
同
第
五
分
団
）
▼
西
岡
政
人
（
同

第
六
分
団
）
▼
片
山
文
樹
（
同
第
七
分
団
）

▼
増
谷
隆
男
（
瑞
穂
支
団
第
一
分
団
）
▼
上
田
勝

（
同
第
二
分
団
）
▼
軽
野
篤
（
同
第
三
分
団
）

▼
樋
口
彰
（
同
第
四
分
団
）
▼
上
林
一
弘
（
同
第

五
分
団
）
▼
藤
井
利
幸
（
和
知
支
団
第
一
分
団
）

▼
栗
林
英
治
（
同
第
二
分
団
）
▼
細
尾
利
之
（
同

第
三
分
団
）
▼
片
山
明
彦
（
同
第
四
分
団
）

■
新
入
団
員
（
敬
称
略
）

【
丹
波
支
団
】
東
克
彦
▼
谷
垣
哲
也

▼
小
久
保
浩
和
▼
村
上
幸
司
▼
野
々
口
豊

▼
和
地
良
太
郎
▼
田
中
公
明
▼
川

宣
幸

▼
田
端
健
▼
村
山
辰
徳
▼
大
門
宏
之
▼
人
西
崇

▼
井
上
誠
▼
松
村
秀
和
▼
小
西
秀
彦
▼
野
々
口

雅
人
▼
土
保
雄
一
▼
中
川
和
也

【
瑞
穂
支
団
】
上
田
宗
弘
▼
庄
林
誠
▼
伊
藤
誠
樹

▼
渡
辺
陽
祐
▼
片
山
義
之
▼
西
村
健
作
▼
山
田

潤
▼
塩
田
吉
之
▼
輕
尾
圭
造
▼
塩
田
達
也

▼
西
村
明
洋
▼
梅
垣
孝
▼
坂
本
強
▼
矢
田
貴
志

【
和
知
支
団
】
西
山
渉
▼
大
西
保
則
▼
井
爪
英
樹

▼
江
本
貴
明
▼
田
井
克
実
▼
伊
倉
眞

▼
梅
原
丈
裕
▼
別
所
秀
一
▼
山
森
良

▼
瀬
野
佳
英

■
退
団
者
（
敬
称
略
）

【
丹
波
町
消
防
団
】
松
村
俊
憲
▼
瀧
村
公
彦

▼
東
佳
明
▼
近
藤
英
二
▼
真
野
新
三

▼
井
尻
尚
志
▼
吉
田
和
夫
▼
南
克
幸
▼
坂
本
巧

▼
池
田
守
▼
本
嶋
豊
▼
湊
昌
彦
▼
小
森
和
也
▼

岩
内
隆
之
▼
桐
野
喜
義
▼
四
角
透
▼
樋
口
啓
一

▼
小
林
秀
直

【
瑞
穂
町
消
防
団
】
友
金
一
郎
▼
阪
本
豊
▼
上
西

豊
▼
輕
尾
孝
▼
澤
山
久
之
▼
今
西
宏
昭
▼
畠
中

真
徳
▼
山
田
直
彦
▼
上
田
和
雄
▼
西
村
和
洋

【
和
知
町
消
防
団
】
小
堀
幸
治
▼
出
野
範
夫

▼
小
畑
英
治
▼
榎
川
寿
博
▼
山
本
薫

▼
今
海
正
昭
▼
江
本
洋
一
▼
石
川
雄
二
▼
出
野

昌
敏
▼
谷
本
貴
明
▼
樋
口
義
昭
▼
片
山
智
史

■
平
成
十
七
年
度
定
例
表
彰

（
役
職
は
表
彰
時
点
、
敬
称
略
）

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

功
績
章
／
阪
本
豊
（
副
団
長
）

▼
湊
嘉
秀
（
同
）

精
績
章
／
片
山
明
彦
（
分
団
長
）
▼
上
西
豊
（
同
）

▼
山

哲
夫
（
同
）

▼
光
枝
和
男
（
副
分
団
長
）

勤
続
章
／
友
金
一
郎
（
団
長
）
▼
松
村
俊
憲
（
同
）

▼
太
田
創
一
（
副
団
長
）

【
丹
波
地
方
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰
】

西
岡
政
人
（
分
団
長
）
▼
中
野
守
（
副
分
団
長
）
▼

湊
和
之
（
同
）
▼
村
山
英
紀
（
同
）
▼
芦
田
信
司
（
部

長
）
▼
山
田
孝
幸
（
班
長
）
▼
上
原
輝
也
（
班
長
）

▼
上
西
悟
（
同
）
▼
上
林
治
（
同
）
▼
山
内
久

▼
大
田
耕
一
▼
野
間
寿
久
▼
片
山
貴
之

合
併
後
も
旧
三
町
の
各
消
防
団
が
存
続
し
、

京
丹
波
町
が
発
足
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、
連

合
消
防
団
と
し
て
消
防
活
動
に
あ
た
っ
て

き
ま
し
た
が
、
四
月
一
日
か
ら
旧
三
町
消
防

団
を
再
編
し
、
ひ
と
つ
の
組
織
と
な
っ
た
京

丹
波
町
消
防
団
が
発
足
し
ま
し
た
。

不
肖
私
が
初
代
団
長
の
重
責
を
預
か
る

こ
と
に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

発
足
ま
も
な
く
、
組
織
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
な

面
が
あ
り
ま
す
が
、
団
員
一
人
ひ
と
り
が
消

防
団
の
任
務
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
各
町
消
防
団
が
築
い
て
き
た
伝
統
を

礎
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ

る
消
防
団
を
築
い
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新入団員を代表して宣誓をする村山さん

役場前の乗降の様子

京丹波町消防団発足式（蒲生野中体育館）

京丹波町消防団

団長
森良行さん

※
全
路
線
、年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）は
運
休

時
刻
表
※
全
路
線
、年
末
年
始（
１２
月
２９
│
１
月
３
日
）は
運
休

■丹波和知線

■丹波桧山線

■竹野線

■高原下山線
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もうすぐ運行開始

京丹波町町営バスのすべて
特集②

もうすぐ運行開始

京丹波町町営バスのすべて
特集②

料
金
表

質美線（瑞穂地区井脇付近）

丹波和知線

丹波桧山線

長瀬線①長瀬線②

■小野鎌谷線■質美線

■仏主線

■長瀬線

■上乙見線

■才原大簾線

■長瀬線 ■才原線

■猪鼻戸津川線
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京丹波町町営バスのすべて
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京丹波町町営バス系統図

定期旅客料金

回数旅客料金

種類

運用期間

　　　　　割引

旅客料金

100

200

300

400

１カ月

３０％引き

4,200

8,400

12,600

16,800

通勤

３カ月

１カ月定期料金

３倍の５％引き

11,970

23,940

35,910

47,880

６カ月

１カ月定期料金

６倍の10％引き

22,680

45,360

68,040

90,720

１カ月

４０％引き

3,600

7,200

10,800

14,400

通学および通園

３カ月

１カ月定期料金

３倍の５％引き

10,260

20,520

30,780

41,040

６カ月

１カ月定期料金

６倍の10％引き

19,440

38,880

58,320

77,760

（単位：円）

普通

種　　　類 金　　　額

大人

小人（小学生以下）

１１券片・・・乗降停留所間の大人片道普通旅客料金を１０倍した額

１１券片・・・乗降停留所間の小人片道普通旅客料金を１０倍した額

仏主線

才原線②才原線①

大簾線②

小野鎌谷線

猪鼻戸津川線

大簾線①

上乙見線竹野線

高原下山線

質美線

京丹波町役場前

丹波マーケス須知幼稚園前

ひかり小学校前

塩谷古墳前

曽　根

院　内

塩田谷口

観音寺

光　久
塩田谷

元安井

上豊田住民ｾﾝﾀｰ前

新北垣内

天下橋

南垣内

大　沢

桧　山

瑞穂病院前

和知駅

本　庄

和知中学校前

柏　木

升谷橋

中　山

白　土

国道下山

グリーンハイツ前

富　田

高原公民館前

豊　田

須知高校前

自然公園前

自然運動公園

升谷子来 升　谷

市場公民館前

上市場

篠　原

上篠原

下乙見

下粟野

西河内

学校前

平野橋

細　谷

丸　尾

上粟野

山の家前

公民館前

仏　主

大　迫 経　塚

塩谷口

塩　谷

長　瀬

大野ダム

和　知

小　屋須川橋

大井川

中
安栖里

角広　瀬才　原

上広瀬下広瀬

坂　原

改善ｾﾝﾀｰ前

稲　次
出　野

広　野大簾口

大　簾

立木駅

山野草の森

上乙見

鎌谷奥

里　路

宮の前

鎌谷中

薬師寺 繩　手

東又公民館前

花ノ木

鎌谷下

丹波梅田 坂　井

井　尻

八田口

北八田

作業場前

小野口

小　野

道の駅前

大　朴

丹波和田

別所橋

井　脇

保井谷

丹波粟野

妙楽寺

出　合

丹波三ノ宮猪鼻

不断寺坂

質志下

質　志

鍾乳洞口

戸津川

横　谷

猪鼻下

加用口

深山口

高　尾 西田口

松　尾

水　呑

ﾛｺﾞｽ神学院前

行　仏

庄ノ路

和田公民館前

質　美

質美小学校前 下　村

北久保口

北久保

上野大円寺前

上野町営住宅前蒲　生

下蒲生

みのりが丘

実勢公民館前

国道富田

グリーンハイツ

わらび

上新田

尾長野

下山駅

市　森 市森回転場
水　戸西　階

若竹ｾﾝﾀｰ前

食彩の工房
鎌　倉

中　村

辻村口

中　畑

笹尾口

笹　尾

森

大倉文化ｾﾝﾀｰ前

不動の滝

十　倉

下実勢

下新田

丹波和知線

高原下山線

丹波桧山線

竹野線

小野鎌谷線

質美線

猪鼻戸津川線

質美線三ノ宮経由

仏主線

長瀬線①

長瀬線②

大簾線①

大簾線②

才原線①

才原線②

上乙見線

凡　　例

戸津川公民館前
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運用期間
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介護保険制度改正のポイント 暮らしの
ガイド

平成１２年４月にスタートした介護保険制度は、平成１８年４月から改正されて、新しく生まれ変わりました。
今回の改正のポイントは「介護予防」と「地域での自立支援」。
元気な人ができるだけ要介護にならないように、また要介護になってからも
地域で自立した生活を送ることができる環境づくりをしていくための制度改正です。
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［新予防給付をスタート］
　これまで「要支援」や「要介護１」と認定されていた人のうち、適切なサービ
ス利用により自立した生活が可能になると見込まれる人は、「要支援１・２」と認
定し、運動機能の向上などの介護予防サービス（新予防給付）を提供します。（表
１）

［地域包括支援センターを創設］
高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を送れるよう「地域包括支援セン

ター」（町直営方式）を４月１日から町健康管理センター（須知）に設置。保健師、
社会福祉士、主任介護予防専門員を配置し、町内全体の介護予防事業、総合相
談・支援、高齢者の虐待防止などの権利擁護、ケアマネージャーの活動支援や
困難事例への助言などを一体的に行っています。
また、地域と地域包括支援センターをつなぐ窓口として、瑞穂地区の瑞穂保
健福祉センターと和知地区の長老苑に設置している「あんしん介護の相談窓
口」を通じて、相談の受け付けなどを行い、地域の利用格差をなくし、一体的
な支援体制を形成しています。

［保険料を改正］
第１号被保険者の保険料を表１のとおり改正しました。従来の第２段階については、低所得の世帯にとっては負担が重いという問題があったので、今回の
改正では、第２段階を細分化し、より負担能力の低い層の保険料を軽減しました。
■第１号被保険者の保険料（年額）

［大切な介護保険料を納めましょう］
介護保険の被保険者は４０歳以上のすべての方です。ただし、直接介護保険料を納めていただくのは６５歳以上の方（第１号被保険者）で、４０歳から６４歳ま
での方は、加入されている医療保険の中に介護保険のための負担が含まれています。皆さんからの保険料が介護保険制度を支えています。大切な保険
料の納付にご理解、ご協力をお願いします。

第１号被保険者の区分 旧丹波町 旧瑞穂町 旧和知町

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

生活保護を受給している人および世帯全員が
住民税非課税で老齢福祉年金を受けている人

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋
課税年金収入額が８０万円以下の人

世帯全員が住民税非課税であって、
利用者負担第２段階以外の人

世帯のだれかに住民税が課税されているが、
本人は住民税非課税の人

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が、
２００万円未満の人

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が、
２００万円以上５００万円未満の人

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が、
５００万円以上の人

26,000円
 

28,300円

 41,300円

 56,500円

 70,700円

 84,800円

 113,000円

14,400円
 

21,100円

 31,600円

 42,100円

 52,700円

 63,200円

 73,700円

24,300円

 27,000円

 40,500円

 54,000円

 67,500円

 81,000円

 94,500円

■地域包括支援センター

これまで
要 介 護 ５
要 介 護 ４
要 介 護 ３  
要 介 護 ２

要 介 護 １

要 支 援

平成１８年４月１日から
要 介 護 ５
要 介 護 ４
要 介 護 ３  
要 介 護 ２
要 介 護 １
要 支 援 ２
要 支 援 １▼

 
▼
 
▼
▼
▼
▼

介護給付
（従来の制度）

新予防給付
（介護予防サービス）

一体的な介護予防支援・包括的支援

こんなことをします･･･
●介護予防マネジメント●高齢者や家族の総合相談・支援
●高齢者の権利擁護・虐待防止に関する相談支援
●地域のケアマネジャーの活動支援など

公正・中立性
を保つため、
「地域包括
支援センタ
ー」の設置・
運営に関し
て協議します。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

京丹波町健康管理センター
京丹波町地域包括支援センター

［瑞穂地区］
瑞穂在宅介護
支援センター

［和知地区］
長老苑在宅介護
支援センター

保健師

社会福祉士

主任介護支援
専門員
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わ
が
国
の
農
業
はは
、農
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
厳
し
い
状
況
の
な
か
、

地
域
農
業
の
担
い
手
の
経
営
を
支
援
す
る
品
目
横
断
的
な
政
策
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
調
査
は
、こ
れ
ま
で
の
世
帯（
農
家
お
よ
び
林
家
）に
着
目
し
た
調
査
体
系
を
改
め
、

個
々
の
農
業
生
産
活
動（
農
業
経
営
）に
着
目
し
た
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

■

農
業
経
営
体
は
減
少
傾
向
■

　
今
回
の
調
査
の
対
象
で
あ
る
「
農
業
経
営
体
」
と
は
、経
営
耕
地
面
積
三
○

ア
ー
ル
以
上
、ま
た
は
、こ
れ
に
相
当
す
る
外
形
基
準
を
満
た
す
農
業
生
産
活

動
を
行
う
農
家
や
組
織
の
こ
と
で
、京
丹
波
町
の
総
数
は
千
四
百
九
十
八
経

営
体
。（
表
１
）

　
こ
の
う
ち
、経
営
耕
地
面
積
が
三
○
ア
ー
ル
以
上
ま
た
は
、農
産
物
販
売
金

が
五
十
万
円
以
上
の
農
家
で
あ
る
「
販
売
農
家
」
の
数
は
千
四
百
六
十
九
戸

で
、前
回（
平
成
十
二
年
）調
査
と
比
べ
て
二
百
二
十
三
戸（
一
三
・
二
％
）減
少

し
ま
し
た
。（
表
２
）

■

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
進
む
■

農
業
就
業
人
口
は
二
千
二
十
九
人
で
、前
回
調
査
と
比
べ
百
九
十
六
人（
八
・

八
％
）減
少
し
ま
し
た
。（
表
３
）

年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、六
十
四
歳
以
下
が
前
回
と
比
べ
九
百
五
十
五
人

減
少
し
た
の
に
対
し
、六
十
五
歳
以
上
は
七
百
六
十
一
人
増
加
。
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、専
業
・
兼
業
別
農
家
数
を
み
て
み
る
と
、専
業
農
家
は
三
百
六
十
五

戸
で
、兼
業
農
家
は
千
百
四
戸
。
兼
業
農
家
は
、前
回
の
調
査
と
比
べ
二
百
九

十
三
戸
と
大
き
く
減
少
し
た
の
に
対
し
て
、専
業
農
家
は
七
十
戸
増
加
し
ま

し
た
が
、こ
れ
は
、兼
業
農
家
の
人
が
、高
齢
な
ど
に
よ
り
他
の
仕
事
を
離
職

し
、専
業
農
家
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。（
表

４
）

2005年

2005年

■

主
業
農
家
は
約
八
％
■

主
副
業
別
の
農
家
分
類（
農
業
所
得
と
農
業
労
働
力
を
組
み
合

わ
せ
て
担
い
手
農
家
を
把
握
す
る
分
類
法
）で
は
、主
業
農
家
が
百

十
三
戸（
販
売
農
家
全
体
の
七
・
七
％
）、準
主
業
農
家
が
二
百
三

十
二
戸（
同
一
五
・
八
％
）、副
業
的
農
家
が
千
百
二
十
四
戸（
同
七

六
・
五
％
）と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。（
表
５
）

主
業
農
家
は
前
回
調
査
と
比
べ
、十
八
戸
増
加
し
、こ
の
う
ち
六

十
五
歳
未
満
の
農
業
専
従
者（
年
間
百
五
十
日
以
上
農
業
に
従
事

し
た
人
）が
い
る
主
業
農
家
も
前
回
と
比
べ
三
戸
増
加
し
ま
し
た

が
、準
主
業
農
家
と
副
業
的
農
家
は
減
少
し
ま
し
た
。

■

小
規
模
は
減
。大
規
模
で
は
微
増
■

農
業
経
営
体
の
う
ち
家
族
経
営
の
耕
地
面
積
を
み
る
と
、経
営

耕
地
総
面
積
は
前
回
調
査
と
比
べ
、一
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
ま

し
た
。（
表
６
）

家
族
経
営
の
農
業
経
営
体
数
を
経
営
耕
地
面
積
規
模
別
に
み

る
と
、一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
規
模
で
は
、前
回
調
査
と
比
べ
て

減
少
が
目
立
つ
の
に
対
し
て
、一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
規
模
で

は
、前
回
と
同
数
、ま
た
は
、わ
ず
か
に
増
え
て
い
ま
す
。（
表
７
）

さ
ら
に
農
産
物
の
販
売
規
模
別
で
は
、百
万
円
未
満
の
規
模
で

は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、百
万
円
以
上
の
規
模
で

は
、減
少
傾
向
も
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、増
加
が
目
立
つ
結

果
に
な
り
ま
し
た
。（
表
８
）

■

林
業
経
営
に
つ
い
て
■

保
有
山
林
面
積
規
模
別
の
林
業
経
営
体
数
は
表
９
の
と
お
り
で

す
。林

業
経
営
体
総
数
は
四
百
四
十
一
経
営
体
で
、最
も
多
い
面
積

規
模
は
、五
―
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
百
三
十
七
経
営
体
、三
―
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
百
十
三
経
営
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

林
業
経
営
体
に
つ
い
て
は
、認
定
条
件
が
異
な
る
た
め
、前
回
調

査
と
の
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
。

■表１　農業経営体数

■表２　販売農家数

［用語説明］主業農家：農業所得が主（農家所得の５０％以上が農業所得）で、６５歳未満の農業従事６０日以上の人がいる農家
準主業農家：農外所得が主で、６５歳未満の農業従事６０日以上の人がいる農家
副業的農家：６５歳未満の農業従事６０日以上の人がいない農家
農業専従者：調査日前１年間に農業に１５０日以上従事した人
林業経営体：権原に基づいて育林または伐採（立木竹のみを譲り受けてする伐採を除く。）を行うことができる山林（保有山林）の面積が3ヘクタール以上の林業や、

委託を受けて行う育林、素材生産または立木を購入して行う素材生産の事業に従事する人や組織

（単位：経営体）（単位：経営体）

（単位：戸）

法人化している 法人化
していない

計

１，４９８

農事
組合
法人

会社 各種団体
その他
の法人株式

会社
相互
会社

森林
組合

有限
会社

合名
合資
会社

農協 その他
個人
経営体

１，４８２３ ３１ ― ―２ ― ５ ２
数値は旧３町の合計値数値は旧３町の合計値

区分

平成１７年

平成１２年

増減率（％）

経営体数

１，４６９

１，６９２

△１３．２
数値は旧３町の合計値数値は旧３町の合計値

■表３　農業就業人口 （単位：人）（単位：人）

区分

平成１７年

平成１２年

増減率（％）

計

２，０２９

２，２２５

△８．８

６４歳以下

  ５５０

１，５０５

△６３.５

６５歳以上

１，４７９

  ７１８

１０６.０

平均年齢

６７．８歳

６６．２歳

―
数値は旧３町の合計値数値は旧３町の合計値

■表４　専兼業別農家数（販売農家） （単位：戸）（単位：戸）

区分

平成１７年

平成１２年

増減

計

１，４６９

１，６９２

△２２３

専業農家

３６５

２９５

   ７０

兼業農家

１，１０４

１，３９７

△２９３

第１種兼業

１４０

１１８

  ２２

第２種兼業

  ９６４

１，２７９

△３１５
数値は旧３町の合計値数値は旧３町の合計値

■表５　主副業別農家数（販売農家）　　 （単位：戸）

区分

平成１７年

平成１２年

増減

計

１，４６９

１，６９２

△２２３

副業的農家

１，１２４

１，３０７

△１８３

主業農家

１１３

 ９５

 １８

７０

６７

 ３
数値は旧３町の合計値

６５歳未満の
農業専従者がいる

準主業農家

２３２

２９０

△５８

５７

８６

△２９

６５歳未満の
農業専従者がいる

■表６　経営耕地面積など（農業経営体のうち家族経営） （単位：ha）

区分

平成１７年

平成１２年

増減

経営耕地面積

１，１２０

１，２７０

△１５０

田

１，０１６

１，１０６

 △９０

畑

 ６６

１０１

 △３５

樹園地

３８

６３

 △２５

貸付耕地面積

５１

５４

  △３

耕作放棄地
面積

３１

４５

  △１４
数値は旧３町の合計値

経営耕地
総面積のうち
借入耕地面積

 ６３

５５０

△４８７

■表７　経営耕地面積規模別経営体数（農業経営体のうち家族経営） （単位：経営体）

区分

平成１７年

平成１２年

増減
数値は旧３町の合計値

計

１，４７２

１，６９２

△２２０

例外規定

―

　５

△５

0.3ha未満

１４

―

１４

0.3～0.5

５３７

５９８

△６１

1.0～1.5

１５７

１８４

△２７

0.5～1.0

６６１

８０４

△１４

1.5～2.0

５４

５３

１

2.0～3.0

２９

２７

 ２

3.0～5.0

１１

１１

 ０

5.0～10.0

８

９

△１

10.0～20.0

―

―

０

20.0ha以上

―

０

０

■表８　農産物販売金額規模別経営体数（農業経営体のうち家族経営） （単位：経営体）

区分

平成１７年

平成１２年

増減
数値は旧３町の合計値数値は旧３町の合計値

計

１，４７２

１，６９２

△２２０

販売なし

３０７

２２０

 ８７

50万円未満

   ７７２

１，０１６

 △２４４

50～100

２１８

２９７

△７９

200～300

２５

２８

△３

100～200

１０４

  ９１

  １３

300～500

１４

１２

  ２

 500～1000

８

９

△１

1000～3000

１２

１０

 ２

3000～5000

   ６

   ９

△３

5000～１億円

５

０

５

１億円以上

―

０

―

■表９　保有山林面積規模別経営体数 （単位：経営体）（単位：経営体）

区分

平成１７年
数値は旧３町の合計値数値は旧３町の合計値

数値は旧３町の合計値

（単位：経営体）

数値は旧３町の合計値

計

４４１

保有山林なし

２

3ha未満

１

3～5

１１３

10～20

９２

5～10

１３７ 

20～30

３４

30～50

２１

50～100

２４

100～500

１７ 

500～1000

―

1000ha以上

―

き

■
職
員
の
人
事
異
動

　
四
月
一
日
付
け
で
、次
の
と
お
り

町
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

【
異
動
】（
　
）は
前
任
。

和
知
支
所
長
・
片
山
長
男（
参
事
兼
収

入
役
職
務
代
理
者
）▼
参
事
兼
収
入

役
職
務
代
理
者
・
寺
井
行
雄（
参
事
）

▼
参
事
開
発
担
当
・
田
渕
敬
治（
参
事
）

▼
和
知
診
療
所
看
護
師
長
・

今
海
美
代
子（
同
看
護
師
）▼
企
画
情

報
課
課
長
補
佐
兼
交
通
対
策
係
長
・

稲
葉
出（
企
画
情
報
課
課
長
補
佐
）▼

瑞
穂
支
所
地
域
総
務
室
長
・

山
内
善
博（
瑞
穂
教
育
分
室
長
兼
社

会
体
育
担
当
）▼
桧
山
保
育
所
所
長

補
佐
兼
主
任
・
上
田
喜
久
子（
桧
山
保

育
所
主
任
）▼
水
道
課
上
水
道
係
長

庶
務
担
当
・
塩
田
誠（
企
画
情
報
課
交

通
対
策
係
長
）▼
産
業
振
興
課
農
林

事
業
係
長
畜
産
担
当
・
長
澤
誠（
産
業

振
興
課
農
林
事
業
係
長
）▼
水
道
課

上
水
道
係
長
事
業
担
当
・
榎
川
篤（
水

道
課
上
水
道
係
長
）▼
保
健
福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
・

井
上
祐
子（
瑞
穂
支
所
地
域
保
健
福

祉
室
保
健
担
当
主
任
）▼
産
業
振
興

課
農
林
事
業
係
長
事
業
担
当
・
山
田

洋
之（
和
知
支
所
地
域
振
興
室
農
林

担
当
主
任
）▼
瑞
穂
教
育
分
室
主
任
・

豊
嶋
浩
史（
瑞
穂
教
育
分
室
社
会
教

育
担
当
主
任
）▼
梅
田
保
育
所
主
任
・

真
野
照
美（
桧
山
保
育
所
保
育
士
）▼

質
美
保
育
所
主
任
・
軽
尾
早
苗（
桧
山

保
育
所
保
育
士
）▼
総
務
課
主
事
・

石
田
武
史（
京
都
府
総
務
部
地
方
課

出
向
）

▼
保
健
福
祉
課
主
事
・
並
河
直
樹（
総

務
課
主
事
）▼
保
健
福
祉
課
主
事
・

久
保
元
真
一（
企
画
情
報
課
主
事
）▼

保
健
福
祉
課
主
査
・
大
西
義
弘（
瑞
穂

支
所
地
域
保
健
福
祉
室
主
査
）

▼
保
健
福
祉
課
主
事
・
正
田
智
久（
瑞

穂
支
所
地
域
保
健
福
祉
室
主
事
）▼

土
木
建
築
課
主
査
・
山
内
和
浩（
瑞
穂

支
所
地
域
振
興
室
主
査
）▼
教
育
委

員
会
主
査
・
保
田
利
和（
瑞
穂
情
報
セ

ン
タ
ー
主
査
）▼
瑞
穂
支
所
地
域
総

務
室
主
査
・
友
金
久
美
子（
同
地
域
振

興
室
主
査
）▼
瑞
穂
支
所
地
域
保
健

福
祉
室
主
査
・
山
下
泰（
同
地
域
総
務

室
主
査
）▼
同
・
西
村
明
美（
和
知
支

所
地
域
保
健
福
祉
室
主
事
）

▼
和
知
支
所
地
域
保
健
福
祉
室
主
査
・

金
江
美
和（
瑞
穂
病
院
主
査
）▼
和
知

支
所
地
域
総
務
室
主
査
・
藤
井
知
宝

（
和
知
教
育
分
室
主
査
）▼
瑞
穂
病
院

主
事
・
畠
中
美
子（
瑞
穂
支
所
地
域
総

務
室
主
事
）▼
丹
波
バ
ス
事
業
所
主
査
・

三
好
稔（
桧
山
保
育
所
主
査
）▼
桧
山

保
育
所
保
育
士
・
北
村
恵
里
子（
質
美

保
育
所
保
育
士
）▼
同
・
細
見
ル
ミ（
梅

田
保
育
所
保
育
士
）▼
須
知
幼
稚
園

主
査
・
山
口
利
一（
瑞
穂
バ
ス
事
業
所

主
査
）▼
丹
波
バ
ス
事
業
所
嘱
託
・

岡
本
富
士
夫（
教
育
委
員
会
嘱
託
）▼

同
・
山
中
政
行（
同
）▼
上
豊
田
保
育

所
嘱
託
・
高
屋
香
寿
美（
須
知
幼
稚
園

嘱
託
）

【
出
向
】（
　
）は
前
任
。

京
都
府
総
務
部
地
方
課
・
山
内
善
史

（
総
務
課
主
査
）

【
新
規
採
用
】
瑞
穂
病
院
外
科
部
長
・

前
田
武
昌
▼
上
豊
田
保
育
所
下
山
分

園
嘱
託
・
田
中
英
美
▼
須
知
幼
稚
園

嘱
託
・
隅
山
ゆ
か
り

【
退
職
】（
　
）は
前
任
。

片
山
俊
明（
和
知
支
所
長
）

▼
松
村
俊
憲（
土
木
建
築
課
主
幹
）▼

吉
田
登（
水
道
課
主
幹
）▼
上
原
一
子

（
桧
山
保
育
所
所
長
補
佐
）

▼
室
喜
代
美（
梅
田
保
育
所
主
任
）

▼
横
田
里
美（
質
美
保
育
所
主
任
）

▼
木
上
茂
登
恵（
和
知
診
療
所
主
任
）

▼
徳
島
絹
代（
保
健
福
祉
課
主
査
）

▼
春
野
恵
美
子（
わ
ち
エ
ン
ジ
ェ
ル
栄

養
士
）▼
西
脇
妙（
瑞
穂
病
院
看
護
師
）

▼
片
山
貞
夫（
保
健
福
祉
課
嘱
託
）

▼
森
本
直
美
（
和
知
支
所
地
域
総
務

室
嘱
託
）▼
井
上
潔（
同
）

▼
片
山
勝
義
（
同
）▼
石
原
哲
夫
（
和

知
支
所
地
域
振
興
室
嘱
託
）

▼
乾
信
夫（
教
育
委
員
会
嘱
託
）

▼
樋
口
和
也（
和
知
バ
ス
事
業
所
嘱
託
）

▼
稲
葉
み
ち
る（
上
豊
田
保
育
所
嘱
託
）

▼
梅
原
久
代（
和
知
診
療
所
嘱
託
）▼

山
西
強（
須
知
幼
稚
園
嘱
託
）▼
森
田

菜
香（
同
）

■
農
業
委
員
会
委
員

　
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
後
初
の

会
合
が
三
月
十
日
、町
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
、会
長
や
職
務
代
理
者
な

ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
長
／
澤
田
太
三（
農
協
推
薦
、質
美
）

職
務
代
理
者
／
小
森
清
司（
実
勢
）

一
谷
肇（
口
八
田
）▼
原
澤
清（
高
岡
）

▼
杉
本
貢（
市
森
）▼
岡
本
鎌
次（
蒲
生
）

▼
藤
田
克
己（
院
内
）▼
谷
山
正（
安
井
）

▼
竹
下
勇（
豊
田
）▼
野
口
健
一（
豊
田
）

▼
渡
邊
昌
嗣（
下
山
）▼
庄
林
安
治（
中

台
）▼
山
下
憲
二（
大
朴
）

▼
吉
見
重
信（
井
尻
）▼
谷
垣
羽
代
継

（
水
原
）▼
上
田
千
明（
鎌
谷
奥
）

▼
山
田
均
（
保
井
谷
）▼
小
山
滿
（
三

ノ
宮
）▼
田
中
数
己
（
質
美
）▼
山
内

善
継（
市
場
）▼
白
樫
貢（
下
乙
見
）▼

井
爪
康
之（
西
河
内
）▼
片
山
晃
次（
坂

原
）▼
新
宮
昇（
広
野
）▼
十
倉
眞
照（
安

栖
里
）▼
大

栄
美
子（
議
会
推
薦
、

水
戸
）▼
神
谷
み
つ
子
（
議
会
推
薦
、

質
志
）▼
山
本
眞
寿
美（
議
会
推
薦
、

篠
原
）▼
森
田
保（
土
地
改
良
区
推
薦
、

富
田
）▼
片
山
郁
夫（
共
済
推
薦
、角
）

■
人
権
擁
護
委
員

【
再
任
】
野
口
正
利（
豊
田
）

【
新
任
】
原
澤
淑
子
（
高
岡
）▼
西
野

一
志（
井
脇
）▼
西
田
光
子（
下
大
久
保
）

【
退
任
】▼
大
槻
美
佐
子（
下
山
）

▼
西
村
晃
（
中
台
）▼
西
田
哲
（
下
大

久
保
）

■
体
育
指
導
委
員

委
員
長
／
川
勝
忠
司（
下
山
）

副
委
員
長
／
谷
口
い
づ
み（
安
栖
里
）

東
清
子（
高
岡
）▼
西
垣
正
則（
水
戸
）

▼
瀬
戸
豪（
蒲
生
）▼
岸
根
明
美（
下
山
）

▼
田
中
敏
夫（
橋
爪
）▼
津
田
勝
二（
橋

爪
）▼
土
保
恵
子（
上
大
久
保
）

▼
坂
本
貴
之（
猪
鼻
）▼
竹
村
正
夫（
質

美
）▼
片
田
泰
和（
升
谷
）

▼
栗
林
英
治（
塩
谷
）▼
春
田
麻
衣（
本

庄
）▼
堀
友
輔（
本
庄
）

（
敬
称
略
）

〒６２２－０２９２（住所不要） 
京丹波町企画情報課広報京丹波「わくわくＢＯＸ」係
ファックス／８２－２５００　
Ｅメール／kikaku30@town.kyotamba.kyoto.jp

「たんば百人一首の会」をちょっとのぞいてみてください。

百人一首といえば、「えっ、そんな難しいこと？」とか、「早くとらなくちゃ・・・」と敬

遠されがちですが、この会は一切そんなことありません。

もちろん万葉の時代から時の移り変わりを確かめつつ、守り続けられた伝統文化

なのですが、わたしたちの集まりは皆で心のふれあいを大切に、和気あいあいの雰

囲気を楽しむことに意義を感じています。色々な遊び方もあり、本当におもしろく楽

しいひとときが過ごせます。ストレス解消にもなります。「さあ、あなたもどうぞ。」

【練習日】第2火曜日、第4土曜日　【場所】町中央公民館1階和室

【連絡先】電話82―2461・山内まで

問い合わせ先／保健福祉課　182－1800

第１号被保険者（６５歳以上）の保険料は、平成１８年度から２０年度までは旧町単位に設定し、平成２１年度から統一します。

（表１）

１，４６９

（単位：経営体）

数値は旧３町の合計値

数値は旧３町の合計値

（単位：人）

数値は旧３町の合計値

（単位：戸）

数値は旧３町の合計値

送り先



読者の皆さんが

情報
発信するコーナー

介護保険制度改正のポイント 暮らしの
ガイド

平成１２年４月にスタートした介護保険制度は、平成１８年４月から改正されて、新しく生まれ変わりました。
今回の改正のポイントは「介護予防」と「地域での自立支援」。
元気な人ができるだけ要介護にならないように、また要介護になってからも
地域で自立した生活を送ることができる環境づくりをしていくための制度改正です。
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［新予防給付をスタート］
　これまで「要支援」や「要介護１」と認定されていた人のうち、適切なサービ
ス利用により自立した生活が可能になると見込まれる人は、「要支援１・２」と認
定し、運動機能の向上などの介護予防サービス（新予防給付）を提供します。（表
１）

［地域包括支援センターを創設］
高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を送れるよう「地域包括支援セン

ター」（町直営方式）を４月１日から町健康管理センター（須知）に設置。保健師、
社会福祉士、主任介護予防専門員を配置し、町内全体の介護予防事業、総合相
談・支援、高齢者の虐待防止などの権利擁護、ケアマネージャーの活動支援や
困難事例への助言などを一体的に行っています。
また、地域と地域包括支援センターをつなぐ窓口として、瑞穂地区の瑞穂保
健福祉センターと和知地区の長老苑に設置している「あんしん介護の相談窓
口」を通じて、相談の受け付けなどを行い、地域の利用格差をなくし、一体的
な支援体制を形成しています。

［保険料を改正］
第１号被保険者の保険料を表１のとおり改正しました。従来の第２段階については、低所得の世帯にとっては負担が重いという問題があったので、今回の
改正では、第２段階を細分化し、より負担能力の低い層の保険料を軽減しました。
■第１号被保険者の保険料（年額）

［大切な介護保険料を納めましょう］
介護保険の被保険者は４０歳以上のすべての方です。ただし、直接介護保険料を納めていただくのは６５歳以上の方（第１号被保険者）で、４０歳から６４歳ま
での方は、加入されている医療保険の中に介護保険のための負担が含まれています。皆さんからの保険料が介護保険制度を支えています。大切な保険
料の納付にご理解、ご協力をお願いします。

第１号被保険者の区分 旧丹波町 旧瑞穂町 旧和知町

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

生活保護を受給している人および世帯全員が
住民税非課税で老齢福祉年金を受けている人

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋
課税年金収入額が８０万円以下の人

世帯全員が住民税非課税であって、
利用者負担第２段階以外の人

世帯のだれかに住民税が課税されているが、
本人は住民税非課税の人

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が、
２００万円未満の人

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が、
２００万円以上５００万円未満の人

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が、
５００万円以上の人

26,000円
 

28,300円

 41,300円

 56,500円

 70,700円

 84,800円

 113,000円

14,400円
 

21,100円

 31,600円

 42,100円

 52,700円

 63,200円

 73,700円

24,300円

 27,000円

 40,500円

 54,000円

 67,500円

 81,000円

 94,500円

■地域包括支援センター

これまで
要 介 護 ５
要 介 護 ４
要 介 護 ３  
要 介 護 ２

要 介 護 １

要 支 援

平成１８年４月１日から
要 介 護 ５
要 介 護 ４
要 介 護 ３  
要 介 護 ２
要 介 護 １
要 支 援 ２
要 支 援 １▼

 
▼
 
▼
▼
▼
▼

介護給付
（従来の制度）

新予防給付
（介護予防サービス）

一体的な介護予防支援・包括的支援

こんなことをします･･･
●介護予防マネジメント●高齢者や家族の総合相談・支援
●高齢者の権利擁護・虐待防止に関する相談支援
●地域のケアマネジャーの活動支援など

公正・中立性
を保つため、
「地域包括
支援センタ
ー」の設置・
運営に関し
て協議します。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

京丹波町健康管理センター
京丹波町地域包括支援センター

［瑞穂地区］
瑞穂在宅介護
支援センター

［和知地区］
長老苑在宅介護
支援センター

保健師

社会福祉士

主任介護支援
専門員
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わ
が
国
の
農
業
はは
、農
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
厳
し
い
状
況
の
な
か
、

地
域
農
業
の
担
い
手
の
経
営
を
支
援
す
る
品
目
横
断
的
な
政
策
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
調
査
は
、こ
れ
ま
で
の
世
帯（
農
家
お
よ
び
林
家
）に
着
目
し
た
調
査
体
系
を
改
め
、

個
々
の
農
業
生
産
活
動（
農
業
経
営
）に
着
目
し
た
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

■

農
業
経
営
体
は
減
少
傾
向
■

　
今
回
の
調
査
の
対
象
で
あ
る
「
農
業
経
営
体
」
と
は
、経
営
耕
地
面
積
三
○

ア
ー
ル
以
上
、ま
た
は
、こ
れ
に
相
当
す
る
外
形
基
準
を
満
た
す
農
業
生
産
活

動
を
行
う
農
家
や
組
織
の
こ
と
で
、京
丹
波
町
の
総
数
は
千
四
百
九
十
八
経

営
体
。（
表
１
）

　
こ
の
う
ち
、経
営
耕
地
面
積
が
三
○
ア
ー
ル
以
上
ま
た
は
、農
産
物
販
売
金

が
五
十
万
円
以
上
の
農
家
で
あ
る
「
販
売
農
家
」
の
数
は
千
四
百
六
十
九
戸

で
、前
回（
平
成
十
二
年
）調
査
と
比
べ
て
二
百
二
十
三
戸（
一
三
・
二
％
）減
少

し
ま
し
た
。（
表
２
）

■

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
進
む
■

農
業
就
業
人
口
は
二
千
二
十
九
人
で
、前
回
調
査
と
比
べ
百
九
十
六
人（
八
・

八
％
）減
少
し
ま
し
た
。（
表
３
）

年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、六
十
四
歳
以
下
が
前
回
と
比
べ
九
百
五
十
五
人

減
少
し
た
の
に
対
し
、六
十
五
歳
以
上
は
七
百
六
十
一
人
増
加
。
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、専
業
・
兼
業
別
農
家
数
を
み
て
み
る
と
、専
業
農
家
は
三
百
六
十
五

戸
で
、兼
業
農
家
は
千
百
四
戸
。
兼
業
農
家
は
、前
回
の
調
査
と
比
べ
二
百
九

十
三
戸
と
大
き
く
減
少
し
た
の
に
対
し
て
、専
業
農
家
は
七
十
戸
増
加
し
ま

し
た
が
、こ
れ
は
、兼
業
農
家
の
人
が
、高
齢
な
ど
に
よ
り
他
の
仕
事
を
離
職

し
、専
業
農
家
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。（
表

４
）

2005年

2005年

■

主
業
農
家
は
約
八
％
■

主
副
業
別
の
農
家
分
類（
農
業
所
得
と
農
業
労
働
力
を
組
み
合

わ
せ
て
担
い
手
農
家
を
把
握
す
る
分
類
法
）で
は
、主
業
農
家
が
百

十
三
戸（
販
売
農
家
全
体
の
七
・
七
％
）、準
主
業
農
家
が
二
百
三

十
二
戸（
同
一
五
・
八
％
）、副
業
的
農
家
が
千
百
二
十
四
戸（
同
七

六
・
五
％
）と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。（
表
５
）

主
業
農
家
は
前
回
調
査
と
比
べ
、十
八
戸
増
加
し
、こ
の
う
ち
六

十
五
歳
未
満
の
農
業
専
従
者（
年
間
百
五
十
日
以
上
農
業
に
従
事

し
た
人
）が
い
る
主
業
農
家
も
前
回
と
比
べ
三
戸
増
加
し
ま
し
た

が
、準
主
業
農
家
と
副
業
的
農
家
は
減
少
し
ま
し
た
。

■

小
規
模
は
減
。大
規
模
で
は
微
増
■

農
業
経
営
体
の
う
ち
家
族
経
営
の
耕
地
面
積
を
み
る
と
、経
営

耕
地
総
面
積
は
前
回
調
査
と
比
べ
、一
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
ま

し
た
。（
表
６
）

家
族
経
営
の
農
業
経
営
体
数
を
経
営
耕
地
面
積
規
模
別
に
み

る
と
、一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
規
模
で
は
、前
回
調
査
と
比
べ
て

減
少
が
目
立
つ
の
に
対
し
て
、一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
規
模
で

は
、前
回
と
同
数
、ま
た
は
、わ
ず
か
に
増
え
て
い
ま
す
。（
表
７
）

さ
ら
に
農
産
物
の
販
売
規
模
別
で
は
、百
万
円
未
満
の
規
模
で

は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、百
万
円
以
上
の
規
模
で

は
、減
少
傾
向
も
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、増
加
が
目
立
つ
結

果
に
な
り
ま
し
た
。（
表
８
）

■

林
業
経
営
に
つ
い
て
■

保
有
山
林
面
積
規
模
別
の
林
業
経
営
体
数
は
表
９
の
と
お
り
で

す
。林

業
経
営
体
総
数
は
四
百
四
十
一
経
営
体
で
、最
も
多
い
面
積

規
模
は
、五
―
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
百
三
十
七
経
営
体
、三
―
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
百
十
三
経
営
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

林
業
経
営
体
に
つ
い
て
は
、認
定
条
件
が
異
な
る
た
め
、前
回
調

査
と
の
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
。

■表１　農業経営体数

■表２　販売農家数

［用語説明］主業農家：農業所得が主（農家所得の５０％以上が農業所得）で、６５歳未満の農業従事６０日以上の人がいる農家
準主業農家：農外所得が主で、６５歳未満の農業従事６０日以上の人がいる農家
副業的農家：６５歳未満の農業従事６０日以上の人がいない農家
農業専従者：調査日前１年間に農業に１５０日以上従事した人
林業経営体：権原に基づいて育林または伐採（立木竹のみを譲り受けてする伐採を除く。）を行うことができる山林（保有山林）の面積が3ヘクタール以上の林業や、

委託を受けて行う育林、素材生産または立木を購入して行う素材生産の事業に従事する人や組織

（単位：経営体）（単位：経営体）

（単位：戸）

法人化している 法人化
していない

計

１，４９８

農事
組合
法人

会社 各種団体
その他
の法人株式

会社
相互
会社

森林
組合

有限
会社

合名
合資
会社

農協 その他
個人
経営体

１，４８２３ ３１ ― ―２ ― ５ ２
数値は旧３町の合計値数値は旧３町の合計値

区分

平成１７年

平成１２年

増減率（％）

経営体数

１，４６９

１，６９２

△１３．２
数値は旧３町の合計値数値は旧３町の合計値

■表３　農業就業人口 （単位：人）（単位：人）

区分

平成１７年

平成１２年

増減率（％）

計

２，０２９

２，２２５

△８．８

６４歳以下

  ５５０

１，５０５

△６３.５

６５歳以上

１，４７９

  ７１８

１０６.０

平均年齢

６７．８歳

６６．２歳

―
数値は旧３町の合計値数値は旧３町の合計値

■表４　専兼業別農家数（販売農家） （単位：戸）（単位：戸）

区分

平成１７年

平成１２年

増減

計

１，４６９

１，６９２

△２２３

専業農家

３６５

２９５

   ７０

兼業農家

１，１０４

１，３９７

△２９３

第１種兼業

１４０

１１８

  ２２

第２種兼業

  ９６４

１，２７９

△３１５
数値は旧３町の合計値数値は旧３町の合計値

■表５　主副業別農家数（販売農家）　　 （単位：戸）

区分

平成１７年

平成１２年

増減

計

１，４６９

１，６９２

△２２３

副業的農家

１，１２４

１，３０７

△１８３

主業農家

１１３

 ９５

 １８

７０

６７

 ３
数値は旧３町の合計値

６５歳未満の
農業専従者がいる

準主業農家

２３２

２９０

△５８

５７

８６

△２９

６５歳未満の
農業専従者がいる

■表６　経営耕地面積など（農業経営体のうち家族経営） （単位：ha）

区分

平成１７年

平成１２年

増減

経営耕地面積

１，１２０

１，２７０

△１５０

田

１，０１６

１，１０６

 △９０

畑

 ６６

１０１

 △３５

樹園地

３８

６３

 △２５

貸付耕地面積

５１

５４

  △３

耕作放棄地
面積

３１

４５

  △１４
数値は旧３町の合計値

経営耕地
総面積のうち
借入耕地面積

 ６３

５５０

△４８７

■表７　経営耕地面積規模別経営体数（農業経営体のうち家族経営） （単位：経営体）

区分

平成１７年

平成１２年

増減
数値は旧３町の合計値

計

１，４７２

１，６９２

△２２０

例外規定

―

　５

△５

0.3ha未満

１４

―

１４

0.3～0.5

５３７

５９８

△６１

1.0～1.5

１５７

１８４

△２７

0.5～1.0

６６１

８０４

△１４

1.5～2.0

５４

５３

１

2.0～3.0

２９

２７

 ２

3.0～5.0

１１

１１

 ０

5.0～10.0

８

９

△１

10.0～20.0

―

―

０

20.0ha以上

―

０

０

■表８　農産物販売金額規模別経営体数（農業経営体のうち家族経営） （単位：経営体）

区分

平成１７年

平成１２年

増減
数値は旧３町の合計値数値は旧３町の合計値

計

１，４７２

１，６９２

△２２０

販売なし

３０７

２２０

 ８７

50万円未満

   ７７２

１，０１６

 △２４４

50～100

２１８

２９７

△７９

200～300

２５

２８

△３

100～200

１０４

  ９１

  １３

300～500

１４

１２

  ２

 500～1000

８

９

△１

1000～3000

１２

１０

 ２

3000～5000

   ６

   ９

△３

5000～１億円

５

０

５

１億円以上

―

０

―

■表９　保有山林面積規模別経営体数 （単位：経営体）（単位：経営体）

区分

平成１７年
数値は旧３町の合計値数値は旧３町の合計値

数値は旧３町の合計値

（単位：経営体）

数値は旧３町の合計値

計

４４１

保有山林なし

２

3ha未満

１

3～5

１１３

10～20

９２

5～10

１３７ 

20～30

３４

30～50

２１

50～100

２４

100～500

１７ 

500～1000

―

1000ha以上

―

き

■
職
員
の
人
事
異
動

　
四
月
一
日
付
け
で
、次
の
と
お
り

町
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

【
異
動
】（
　
）は
前
任
。

和
知
支
所
長
・
片
山
長
男（
参
事
兼
収

入
役
職
務
代
理
者
）▼
参
事
兼
収
入

役
職
務
代
理
者
・
寺
井
行
雄（
参
事
）

▼
参
事
開
発
担
当
・
田
渕
敬
治（
参
事
）

▼
和
知
診
療
所
看
護
師
長
・

今
海
美
代
子（
同
看
護
師
）▼
企
画
情

報
課
課
長
補
佐
兼
交
通
対
策
係
長
・

稲
葉
出（
企
画
情
報
課
課
長
補
佐
）▼

瑞
穂
支
所
地
域
総
務
室
長
・

山
内
善
博（
瑞
穂
教
育
分
室
長
兼
社

会
体
育
担
当
）▼
桧
山
保
育
所
所
長

補
佐
兼
主
任
・
上
田
喜
久
子（
桧
山
保

育
所
主
任
）▼
水
道
課
上
水
道
係
長

庶
務
担
当
・
塩
田
誠（
企
画
情
報
課
交

通
対
策
係
長
）▼
産
業
振
興
課
農
林

事
業
係
長
畜
産
担
当
・
長
澤
誠（
産
業

振
興
課
農
林
事
業
係
長
）▼
水
道
課

上
水
道
係
長
事
業
担
当
・
榎
川
篤（
水

道
課
上
水
道
係
長
）▼
保
健
福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
・

井
上
祐
子（
瑞
穂
支
所
地
域
保
健
福

祉
室
保
健
担
当
主
任
）▼
産
業
振
興

課
農
林
事
業
係
長
事
業
担
当
・
山
田

洋
之（
和
知
支
所
地
域
振
興
室
農
林

担
当
主
任
）▼
瑞
穂
教
育
分
室
主
任
・

豊
嶋
浩
史（
瑞
穂
教
育
分
室
社
会
教

育
担
当
主
任
）▼
梅
田
保
育
所
主
任
・

真
野
照
美（
桧
山
保
育
所
保
育
士
）▼

質
美
保
育
所
主
任
・
軽
尾
早
苗（
桧
山

保
育
所
保
育
士
）▼
総
務
課
主
事
・

石
田
武
史（
京
都
府
総
務
部
地
方
課

出
向
）

▼
保
健
福
祉
課
主
事
・
並
河
直
樹（
総

務
課
主
事
）▼
保
健
福
祉
課
主
事
・

久
保
元
真
一（
企
画
情
報
課
主
事
）▼

保
健
福
祉
課
主
査
・
大
西
義
弘（
瑞
穂

支
所
地
域
保
健
福
祉
室
主
査
）

▼
保
健
福
祉
課
主
事
・
正
田
智
久（
瑞

穂
支
所
地
域
保
健
福
祉
室
主
事
）▼

土
木
建
築
課
主
査
・
山
内
和
浩（
瑞
穂

支
所
地
域
振
興
室
主
査
）▼
教
育
委

員
会
主
査
・
保
田
利
和（
瑞
穂
情
報
セ

ン
タ
ー
主
査
）▼
瑞
穂
支
所
地
域
総

務
室
主
査
・
友
金
久
美
子（
同
地
域
振

興
室
主
査
）▼
瑞
穂
支
所
地
域
保
健

福
祉
室
主
査
・
山
下
泰（
同
地
域
総
務

室
主
査
）▼
同
・
西
村
明
美（
和
知
支

所
地
域
保
健
福
祉
室
主
事
）

▼
和
知
支
所
地
域
保
健
福
祉
室
主
査
・

金
江
美
和（
瑞
穂
病
院
主
査
）▼
和
知

支
所
地
域
総
務
室
主
査
・
藤
井
知
宝

（
和
知
教
育
分
室
主
査
）▼
瑞
穂
病
院

主
事
・
畠
中
美
子（
瑞
穂
支
所
地
域
総

務
室
主
事
）▼
丹
波
バ
ス
事
業
所
主
査
・

三
好
稔（
桧
山
保
育
所
主
査
）▼
桧
山

保
育
所
保
育
士
・
北
村
恵
里
子（
質
美

保
育
所
保
育
士
）▼
同
・
細
見
ル
ミ（
梅

田
保
育
所
保
育
士
）▼
須
知
幼
稚
園

主
査
・
山
口
利
一（
瑞
穂
バ
ス
事
業
所

主
査
）▼
丹
波
バ
ス
事
業
所
嘱
託
・

岡
本
富
士
夫（
教
育
委
員
会
嘱
託
）▼

同
・
山
中
政
行（
同
）▼
上
豊
田
保
育

所
嘱
託
・
高
屋
香
寿
美（
須
知
幼
稚
園

嘱
託
）

【
出
向
】（
　
）は
前
任
。

京
都
府
総
務
部
地
方
課
・
山
内
善
史

（
総
務
課
主
査
）

【
新
規
採
用
】
瑞
穂
病
院
外
科
部
長
・

前
田
武
昌
▼
上
豊
田
保
育
所
下
山
分

園
嘱
託
・
田
中
英
美
▼
須
知
幼
稚
園

嘱
託
・
隅
山
ゆ
か
り

【
退
職
】（
　
）は
前
任
。

片
山
俊
明（
和
知
支
所
長
）

▼
松
村
俊
憲（
土
木
建
築
課
主
幹
）▼

吉
田
登（
水
道
課
主
幹
）▼
上
原
一
子

（
桧
山
保
育
所
所
長
補
佐
）

▼
室
喜
代
美（
梅
田
保
育
所
主
任
）

▼
横
田
里
美（
質
美
保
育
所
主
任
）

▼
木
上
茂
登
恵（
和
知
診
療
所
主
任
）

▼
徳
島
絹
代（
保
健
福
祉
課
主
査
）

▼
春
野
恵
美
子（
わ
ち
エ
ン
ジ
ェ
ル
栄

養
士
）▼
西
脇
妙（
瑞
穂
病
院
看
護
師
）

▼
片
山
貞
夫（
保
健
福
祉
課
嘱
託
）

▼
森
本
直
美
（
和
知
支
所
地
域
総
務

室
嘱
託
）▼
井
上
潔（
同
）

▼
片
山
勝
義
（
同
）▼
石
原
哲
夫
（
和

知
支
所
地
域
振
興
室
嘱
託
）

▼
乾
信
夫（
教
育
委
員
会
嘱
託
）

▼
樋
口
和
也（
和
知
バ
ス
事
業
所
嘱
託
）

▼
稲
葉
み
ち
る（
上
豊
田
保
育
所
嘱
託
）

▼
梅
原
久
代（
和
知
診
療
所
嘱
託
）▼

山
西
強（
須
知
幼
稚
園
嘱
託
）▼
森
田

菜
香（
同
）

■
農
業
委
員
会
委
員

　
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
後
初
の

会
合
が
三
月
十
日
、町
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
、会
長
や
職
務
代
理
者
な

ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
長
／
澤
田
太
三（
農
協
推
薦
、質
美
）

職
務
代
理
者
／
小
森
清
司（
実
勢
）

一
谷
肇（
口
八
田
）▼
原
澤
清（
高
岡
）

▼
杉
本
貢（
市
森
）▼
岡
本
鎌
次（
蒲
生
）

▼
藤
田
克
己（
院
内
）▼
谷
山
正（
安
井
）

▼
竹
下
勇（
豊
田
）▼
野
口
健
一（
豊
田
）

▼
渡
邊
昌
嗣（
下
山
）▼
庄
林
安
治（
中

台
）▼
山
下
憲
二（
大
朴
）

▼
吉
見
重
信（
井
尻
）▼
谷
垣
羽
代
継

（
水
原
）▼
上
田
千
明（
鎌
谷
奥
）

▼
山
田
均
（
保
井
谷
）▼
小
山
滿
（
三

ノ
宮
）▼
田
中
数
己
（
質
美
）▼
山
内

善
継（
市
場
）▼
白
樫
貢（
下
乙
見
）▼

井
爪
康
之（
西
河
内
）▼
片
山
晃
次（
坂

原
）▼
新
宮
昇（
広
野
）▼
十
倉
眞
照（
安

栖
里
）▼
大

栄
美
子（
議
会
推
薦
、

水
戸
）▼
神
谷
み
つ
子
（
議
会
推
薦
、

質
志
）▼
山
本
眞
寿
美（
議
会
推
薦
、

篠
原
）▼
森
田
保（
土
地
改
良
区
推
薦
、

富
田
）▼
片
山
郁
夫（
共
済
推
薦
、角
）

■
人
権
擁
護
委
員

【
再
任
】
野
口
正
利（
豊
田
）

【
新
任
】
原
澤
淑
子
（
高
岡
）▼
西
野

一
志（
井
脇
）▼
西
田
光
子（
下
大
久
保
）

【
退
任
】▼
大
槻
美
佐
子（
下
山
）

▼
西
村
晃
（
中
台
）▼
西
田
哲
（
下
大

久
保
）

■
体
育
指
導
委
員

委
員
長
／
川
勝
忠
司（
下
山
）

副
委
員
長
／
谷
口
い
づ
み（
安
栖
里
）

東
清
子（
高
岡
）▼
西
垣
正
則（
水
戸
）

▼
瀬
戸
豪（
蒲
生
）▼
岸
根
明
美（
下
山
）

▼
田
中
敏
夫（
橋
爪
）▼
津
田
勝
二（
橋

爪
）▼
土
保
恵
子（
上
大
久
保
）

▼
坂
本
貴
之（
猪
鼻
）▼
竹
村
正
夫（
質

美
）▼
片
田
泰
和（
升
谷
）

▼
栗
林
英
治（
塩
谷
）▼
春
田
麻
衣（
本

庄
）▼
堀
友
輔（
本
庄
）

（
敬
称
略
）

〒６２２－０２９２（住所不要） 
京丹波町企画情報課広報京丹波「わくわくＢＯＸ」係
ファックス／８２－２５００　
Ｅメール／kikaku30@town.kyotamba.kyoto.jp

「たんば百人一首の会」をちょっとのぞいてみてください。

百人一首といえば、「えっ、そんな難しいこと？」とか、「早くとらなくちゃ・・・」と敬

遠されがちですが、この会は一切そんなことありません。

もちろん万葉の時代から時の移り変わりを確かめつつ、守り続けられた伝統文化

なのですが、わたしたちの集まりは皆で心のふれあいを大切に、和気あいあいの雰

囲気を楽しむことに意義を感じています。色々な遊び方もあり、本当におもしろく楽

しいひとときが過ごせます。ストレス解消にもなります。「さあ、あなたもどうぞ。」

【練習日】第2火曜日、第4土曜日　【場所】町中央公民館1階和室

【連絡先】電話82―2461・山内まで

問い合わせ先／保健福祉課　182－1800

第１号被保険者（６５歳以上）の保険料は、平成１８年度から２０年度までは旧町単位に設定し、平成２１年度から統一します。

（表１）

１，４６９

（単位：経営体）

数値は旧３町の合計値

数値は旧３町の合計値

（単位：人）

数値は旧３町の合計値

（単位：戸）

数値は旧３町の合計値

送り先
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卒
業
・
卒
園
お
め
で
と
う

町
立
中
学
校
の
卒
業
証

書
授
与
式
が
三
月
十
四
日
に

行
わ
れ
、
蒲
生
野
中
七
十
六
人
、

瑞
穂
中
四
十
九
人
、
和
知
中
三
十
五

人
が
、
三
年
間
の
思
い
出
を
胸
に
、
学

び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

蒲
生
野
中
で
は
、
片
山
義
宏
校
長
が
卒
業
生
に
卒

業
証
書
を
授
与
し
た
あ
と
、「
三
年
間
の
努
力
の
あ
か

し
で
あ
る
卒
業
証
書
を
胸
に
、
夢
を
持
っ
て
大
き
く

羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
答
辞
で
は
、
代
表

の
西
山
佳
那
さ
ん
が
、
三
年
間
の
思
い
出
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、「
よ
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
よ

り
よ
い
蒲
生
野
中
学
校
を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
在
校
生
に
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

三
月
二
十
三
日
に
は
町
立
小
学
校
の
児
童
百
五
十

三
人
（
竹
野
小
十
四
人
、
丹
波
ひ
か
り
小
四
十
九
人
、

下
山
小
十
七
人
、
桧
山
小
十
二
人
、
明
俊
小
九
人
、

三
ノ
宮
小
十
一
人
、
質
美
小
五
人
、
和
知
小
三
十
六

人
）
が
卒
業
。

和
知
小
で
は
卒
業
生
が
、
尾
上
逸
夫
校
長
か
ら
卒

業
証
書
を
受
け
た
あ
と
、
在
校
生
と
呼
び
か
け
を
行

い
、
六
年
間
の
思
い
出
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
中

学
校
生
活
へ
の
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
三
月
二
十
二
日
に
は
須
知
幼
稚
園
の
園
児

四
十
五
人
が
卒
園
。
町
立
保
育
所
で
は
、
三
月
二
十

四
日
に
瑞
穂
地
区
の
三
保
育
所
（
桧
山
、
梅
田
、
質

美
）
と
和
知
地
区
の
わ
ち
エ
ン
ジ
ェ
ル
、
二
十
七
日

に
丹
波
地
区
の
上
豊
田
保
育
所
、
二
十
八
日
に
は
同

下
山
分
園
の
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
、
町
立
保
育
所
を
卒
園
し
た
の
は
、
上
豊

田
保
育
所
二
十
一
人
、
同
下
山
分
園
六
人
、
桧
山
保

育
所
十
八
人
、
梅
田
保
育
所
九
人
、
質
美
保
育
所
六

人
、
わ
ち
エ
ン
ジ
ェ
ル
三
十
五
人
の
計
九
十
五
人
。

梅
田
保
育
所
で
は
、
保
育
証
書
を
手
に
し
た
九
人

の
園
児
が
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
胸
に
元
気
よ
く

合
唱
を
披
露
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
ぶ
り
に
保
護
者

ら
の
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

軟
式
野
球
大
会
で

小
学
生
が
熱
戦

三
月
十
一
日
、
丹
波
ひ
か
り
小
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
設
立
を

記
念
し
た
軟
式
野
球
大
会
が
開
か
れ
、
町
内

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
七
チ
ー
ム
が
参
加
。
小

学
生
た
ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

す
る
と
と
も
に
、
野
球
を
通
じ
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

決
勝
は
ゴ
ン
タ
ー
ズ
高
原
と
三
ノ
宮
ベ
ア

ー
ズ
が
対
戦
し
、
接
戦
の
末
、
三
ノ
宮
ベ
ア

ー
ズ
が
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

町
ス
ポ
ー
ツ
賞

決
ま
る

平
成
十
七
年
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
三
月

三
十
日
、
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
地
域
の

体
育
振
興
に
功
労
の
あ
っ
た
人
や
、
平
成
十
七

年
中
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
個
人
・
団
体
な
ど
、
町
内
の
十
四
人
六

団
体
の
皆
さ
ん
に
栄
え
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
功
労
賞
】
長
年
、
地
域
の
体
育
振
興
に
尽
力
。

西
垣
正
則
（
前
竹
野
体
育
推
進
委
員
、
前
丹
波

町
体
育
協
会
理
事
な
ど
を
歴
任
）

【
優
秀
賞
】
平
成
十
七
年
中
に
各
種
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
。

阪
上
隆
造
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）
▼
青
木
勝

弘
（
同
）
▼
永
井
千
鶴
（
カ

ヌ
ー
）
▼
出
野
洋
祐
（
同
）

▼
野
間
一
（
同
）
▼
片

山
健
大
（
同
）
▼
阪
内

玲
佳
（
ホ
ッ
ケ
ー
）
▼

徳
島
葵
（
同
）
▼
山
内

秀
文
（
同
）
▼
松
村
誠
（
同
）

▼
竹
村
一
宏
（
同
）
▼

小
野
山
夏
彦
（
同
）
▼

扇
原
成
季
（
同
）
▼
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
チ
ー
ム
▼
瑞
穂
中
学

校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
▼

蒲
生
野
中
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
▼
竹
野
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】
他
の
模
範
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

尽
力
し
た
個
人
・
団
体
。

広
野
フ
ラ
イ
（
フ
ラ
イ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
▼
パ
ー
ル
ズ
（
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
）

町
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
を

設
立

京
丹
波
町
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
の
設
立
総
会
が

三
月
三
日
、
瑞
穂
支
所
で
行
わ
れ
、
町
内
の

小
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部
顧
問
や
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
指
導
者
、
社
会
人
チ
ー
ム
の
代
表

者
ら
約
二
十
人
が
出
席
。
初
代
会
長
に
は
、

前
瑞
穂
町
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
長
の
西
村
明
男
さ

ん
（
猪
鼻
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
会
合
で
は
規
約
や
事
業
計
画
が

承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
再
び
「
町
技
・
ホ
ッ
ケ
ー
」

を
目
指
し
、
競
技
力
向
上
や
競
技
普
及
対
策

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

ホ
ッ
ケ
ー
西
日
本

大
会
で
、竹
野
ス
ポ
少
、

蒲
生
中
が
優
勝

三
月
十
一
日
、
十
二
日
に
、
大
阪
市
長
居
球

技
場
で
行
わ
れ
た
第
四
十
回
西
日
本
六
人
制
ホ

ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
（
関
西
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
主

催
）
の
小
学
女
子
の
部
で
、
竹
野
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
女
子
が
優
勝
。
十
八
日
、
十
九
日
に
行
わ

れ
た
中
学
女
子
の
部
で
は
、
蒲
生
野
中
女
子
ホ

ッ
ケ
ー
部
が
優
勝
の
栄
光
に
輝
き
ま
し
た
。

優
勝
し
た
竹
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
の
主

将
・
一
谷
奈
歩
さ
ん
（
当

時
）
は
、「
小
学
生
最
後

の
大
会
で
優
勝
で
き
て
う

れ
し
い
で
す
。
中
学
校
で

も
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
話

し
、
蒲
生
野
中
女
子
ホ
ッ

ケ
ー
部
の
主
将
・
安
井
陽

奈
さ
ん
は
「
昨
秋
の
西
日

本
大
会
で
負
け
た
蟹
谷
中

（
富
山
県
）
に
勝
ち
、
優

勝
で
き
て
光
栄
で
す
。
次

は
全
国
制
覇
を
目
指
し
ま

す
」
と
力
強
く
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

国
勢
調
査
速
報
値
ま
と
ま
る

昨
年
十
月
一
日
現
在
で
行
わ
れ
た
平
成
十
七
年
国
勢

調
査
の
速
報
値
が
こ
の
ほ
ど
、
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
速

報
値
に
よ
る
と
、
京
丹
波
町
の
国
勢
調
査
人
口
は
一
万

六
、
八
九
〇
人
（
男
七
、
九
二
六
、
女
八
、
九
六
四
人
）

で
、
前
回
調
査
（
平
成
十
二
年
）
の
旧
三
町
合
計
人
口

数
と
比
べ
、
一
、
〇
三
九
人
減
少
。
世
帯
数
は
五
、
七

二
一
世
帯
で
、
前
回
と
比
べ
一
六
世
帯
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
調
査
と
併
せ
て
実
施
し
た
国
勢
調
査
人
口
予

想
ク
イ
ズ
で
は
、
残
念
な
が
ら
正
解
者
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
規
定
に
よ
り
正
解
に
近
か
っ
た
上
位
五
人

の
方
に
賞
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

一
位
／
水
谷
祐
二
さ
ん
（
蒲
生
） 

一
六
、
九
四
一

二
位
／
村
井
俊
夫
さ
ん
（
橋
爪
） 

一
七
、
〇
〇
三

三
位
／
石
原
茂
子
さ
ん
（
広
瀬
） 

一
六
、
七
六
三

四
位
／
村
井
真
由
美
さ
ん
（
橋
爪
） 

一
七
、
〇
二
六

五
位
／
藤
田
真
さ
ん
（
西
河
内
） 

一
六
、
七
四
五

和
知
地
区
の

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
が
完
成

合
併
前
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
和
知
地
区
の
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
設

備
整
備
事
業
が
、
三
月
末
に
完
成
。
同
地
区
内
の
学
校
や
公
民
館
な
ど
の
公
共
施

設
四
十
五
カ
所
が
、
高
速
・
大
容
量
通
信
が
で
き
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
で

結
ば
れ
ま
し
た
。

同
施
設
は
今
後
、
学
校
教
育
や
災
害
時
の
情
報
共
有
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
ほ

か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
全
町
整
備
の
際
に
は
、
幹
線
網
と
し
て
の
利
用
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

梅田保育所卒園式（同保育所）

和知小学校卒業式（同小学校体育館）

蒲生野中学校卒業式（同中学校体育館）

町スポーツ賞表彰式（町中央公民館）優勝した蒲生野中女子ホッケー部の皆さん（大阪市長居球技場）

競技の普及対策などが議論された（瑞穂支所） 元気よくプレーする子どもたち（丹波ひかり小グランド）
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春
は
出
会
い
の
季
節
。
入
園
、
入
学
、
入

社
な
ど
新
し
い
人
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
り
、

学
校
で
は
ク
ラ
ス
替
え
、
職
場
で
は
人
事
異

動
な
ど
で
顔
ぶ
れ
が
変
わ
っ
た
り
し
て
、
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
、
新
し
い
場
所
で
、
新
し
い

気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
編
集
子
も
新
年
度
を
迎
え
、
新
し
い
気

持
ち
で
さ
ら
に
多
く
の
人
に
読
ま
れ
、
親
し

ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
に
奮
闘
し
て
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
来
月
号
か

ら
新
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
始
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ

い
。
▼
今
回
の
町
営
バ
ス
特
集
で
は
、
十
一

ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
全
路
線
の
時
刻
表
、
料
金

表
を
掲
載
し
ま
し
た
。
七
ペ
ー
ジ
か
ら
十
七

ペ
ー
ジ
を
本
紙
か
ら
離
し
て
、
別
冊
と
し
て

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集
後
記

人口

( 60）
男

27）
女

9,329 （－33）
世帯数 6,492 （＋ 1）

わたしたちの町

4月1日現在／（　）は前月比

［特集②］

もうすぐ運行開始

京丹波町
町営バスのすべて

丹波高原につつまれ 人の交流・連携で築く ぬくもりと躍動のあるまち

「
子
ど
も
た
ち
が
色
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き

る
環
境
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
底
辺

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
わ
た
し
た
ち
の
役
目
で
す
」

と
話
す
の
は
奥
田
健
次
さ
ん
。
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、

ホ
ッ
ケ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
町
内
の
十
九
単
位

団
で
構
成
し
、
二
月
に
発
足
し
た
京
丹
波
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
初
代
本
部
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

奥
田
さ
ん
は
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
、
人
づ
く
り
の

場
」
と
し
た
う
え
で
、「
試
合
で
の
勝
ち
負
け
で
は

な
く
、
活
動
の
過
程
の
な
か
で
仲
間
と
の
連
携
や
友

情
、
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、
子
ど
も
た
ち
の
協
調

性
や
創
造
性
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と

話
す
。

ま
た
、「
種
目
の
枠
を
超
え
た
横
の
つ
な
が
り
も

つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
奥
田
さ
ん
。
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
で
は
今
後
、
各
単
位
団
で
活
動
す
る
子

ど
も
た
ち
が
集
い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
野
外
活

動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
交
流
で
き
る

機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
予
定
だ
。「
旧
三
町
が
そ
れ

ぞ
れ
培
っ
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
良
さ

を
生
か
し
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
も
話
し
て
い
た
。

奥
田
さ
ん
は
、
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
ゴ
ン
タ
ー
ズ

高
原
」
の
監
督
で
も
あ
る
。
指
導
す
る
う
え
で
心
が

け
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
と
し
っ
か
り
と
向
き

合
っ
て
指
導
す
る
こ
と
。「
子
ど
も
た
ち
は
正
直
で

す
か
ら
ね
。
き
ち
っ
と
正
面
向
い
て
指
導
し
な
い
と
、

子
ど
も
た
ち
の
思
い
も
理
解
で
き
な
い
し
、
信
頼
関

係
も
築
け
ま
せ
ん
」
と
奥
田
さ
ん
は
話
す
。

休
日
の
ほ
と
ん
ど
は
ゴ
ン
タ
ー
ズ
の
監
督
業
で

い
っ
ぱ
い
だ
と
い
う
奥
田
さ
ん
の
今
の
楽
し
み
は
、

ゴ
ン
タ
ー
ズ
高
原
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
。「
試

合
で
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
ぶ
り
を
紹
介
す
る
の

が
楽
し
み
で
す
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。

最
後
に
、「
卒
団
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
い
つ
か

指
導
者
と
し
て
ゴ
ン
タ
ー
ズ
に
帰
っ
て
き
て
、
自
分

た
ち
が
学
ん
で
き
た
こ
と
を
次
代
の
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
チ
ー
ム
づ
く
り

を
し
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
あ
り
、
目
標
で
す
」
と

奥
田
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
心
身
と
も
に
豊
か
な
成

長
を
願
う
、
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
で
話
を
締
め
く
く

っ
た
。

スポーツ少年団は
「人づくりの場」
奥田健次さん（４６歳）　実勢

ゴンター
ズ高原の

子どもた
ち
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※「シリーズ・地域の躍動」は休みます。
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